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2026年の年句

「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です」。マタイ 5:3

この出版物は販売を目的としたものではありません。世界的な聖書教育活動の一環として提供されており，その活動は自発的な寄付によって支えられています。寄付をしたいと思われる方はdonate.jw.orgをご覧ください。

聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。





^ （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。
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97番の歌 神の言葉によって生きる



「神の導きが必要であること」をずっと忘れない



2026年の年句:  「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です」。マタイ 5:3




ポイント

エホバが用意してくれる食べ物，服，安心して過ごせる所をどのように活用できますか。




 1. 私たちはどんなものを必要としていますか。（マタイ 5:3）


あなたの答え



人間を造ったエホバは，私たちがどんなものを必要としているかよく知っています。生きていくために，食べるもの，着るもの，住む所が必要です。短い間だけでもそういうものがなくなってしまうと，かなり大変になります。でも，必要なのは衣食住だけではありません。私たちは神について知り，神に導いてもらう必要があります。エホバはそういうふうに人間を造りました。（マタイ 5:3を読む。）幸せになるためには，神の導きが必要だと自覚し，いつも神に頼ることが大切です。

 2. 「神の導きが必要であることを自覚している人」とはどういう人ですか。


あなたの答え



2 「神の導きが必要であることを自覚している人」とはどういう人でしょうか。この言葉の元のギリシャ語には，聖なる力を乞い求める人という意味があります。道端でぼろぼろの服を着てうずくまっている，物乞いの姿をイメージしてみてください。食べ物がなく，痩せこけていて弱っています。汚い格好をしているせいで，みんなから避けられています。日中は暑い日差しにさらされ，夜は寒さに凍えています。そして，誰かに助けてもらわないとやっていけないと痛感しています。神の導きが必要であることを自覚している人，つまり聖なる力を乞い求める人も，この物乞いと似ています。自分には神からの助けがどうしても必要だとよく分かっています。それで，エホバが与えてくれるものは何でも手に入れたい，という強い気持ちがあります。

 3. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



3 この記事ではまず，イエスに必死に助けを求めたフェニキア人の女性について考えます。その女性から，神の導きが必要だと自覚している人にとって大切な3つのことを学びます。それから，ペテロ，パウロ，ダビデの手本についても考えます。3人とも，エホバに導いてもらいたいと思った人たちです。

神に導いてもらうために大切な3つのこと

 4. フェニキア人の女性がイエスの所に来たのはどうしてですか。


あなたの答え



4 ある時，フェニキア人の女性がイエスの所にやって来ます。彼女は娘が「邪悪な天使に取りつかれ，ひどく苦しめられていま」した。（マタ 15:21-28）女性はひざまずき，すがるような思いでイエスに助けを求めます。この女性からどんなことを学べるでしょうか。

 5. フェニキア人の女性にはどんな良いところがありましたか。イエスは女性にどんなことをしてあげましたか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



5 この女性はとても謙虚でした。というのも，イエスが女性を異国人の家でペットとして飼われていた小犬に例えた時，むっとしたりはしなかったからです。もしあなたがイエスからそんなふうに言われたら，どう反応するでしょうか。ばかにされたと思って，イエスに助けてもらおうとするのをやめてしまったかもしれません。でも，この女性は違いました。謙虚だっただけではなく，簡単には諦めない人でした。なんとしてでもイエスに助けてもらおうとしました。どうしてそこまでしたのでしょうか。イエスへの信仰があったからです。女性の信仰に心を打たれたイエスは異例のことをします。自分は「イスラエル国民の迷い出た羊の所にしか遣わされていません」と言っていたのに，その異国人の女性の娘から邪悪な天使を追い出してあげました。



[image: フェニキア人の女性がひざまずいてイエスに助けを求めている。食卓に着いているイエスと3人の弟子が女性の話を聞いている。]

フェニキア人の女性は謙虚で，簡単には諦めない，信仰の強い人だったので，イエスに助けてもらえた。（5節を参照）







 6. フェニキア人の女性からどんなことを学べますか。


あなたの答え



6 私たちも神に導いてもらうには，この女性のように謙虚で，簡単には諦めない，信仰の強い人になることが大切です。そういう人は謙虚に粘り強く，神に助けを求め続けます。また，イエス･キリストに強い信仰を持ちます。イエスが指示を与えるために使っている人たちのことも信頼します。（マタ 24:45-47）エホバとイエスは，謙虚で，簡単には諦めない，信仰を持つ人をぜひ導き，助けたいと思っています。（ヤコブ 1:5-7と比較。）では，エホバはどんな食べ物，服，場所を与えてくれるでしょうか。そういうものをエホバからもらうために私たちには何ができるかを，ペテロ，パウロ，ダビデの手本から学びます。

ペテロのようによく食べる

 7. ペテロはどんなことを任されましたか。でも，どんなことをする必要もありましたか。（ヘブライ 5:14–6:1）


あなたの答え



7 ペテロについて考えてみましょう。ペテロはイエスが伝道を始めてすぐ，イエスをメシアとして認めました。また，エホバがイエスを使って人々に「永遠の命の言葉」を教えていることも理解しました。（ヨハ 6:66-68）復活したイエスは天に行く前，ペテロに「私の小さな羊を養いなさい」と言いました。（ヨハ 21:17）ペテロはイエスから任されたことに誠実に取り組み，エホバに導かれて，聖書の一部になった2通の手紙も書きました。とはいえペテロは，自分自身でも神の言葉を学んで信仰を強める必要がありました。例えばパウロが聖なる力に導かれて書いた手紙を学びました。そういう手紙の中には「理解しにくい箇所もありま」した。（ペテ二 3:15，16）でもペテロは学ぶのをやめたりしませんでした。パウロの手紙の中にある「固い食物」も消化できるよう，エホバが助けてくれることを信じていたからです。（ヘブライ 5:14–6:1を読む。）

 8. ペテロは神から新たな指示を受けた時，どうしましたか。


あなたの答え



8 ペテロは信仰があったので，エホバからの指示に従いました。例えば，ヨッパという港町にいた時，幻の中で神から遣わされた天使に，動物をほふって食べなさいと言われました。モーセの律法では清くないとされている動物です。ユダヤ人なら嫌な気持ちになるような指示です。最初，ペテロは「それはできません，主よ。汚れたものや清くないものはこれまで食べたことがありません」と言いました。でもこう言われます。「神が清めたものを，汚れていると言ってはなりません」。（使徒 10:9-15）その後の展開から，ペテロが考え方を調整したことが分かります。幻を見た後，異国人のコルネリオから遣わされた3人の人がやって来て，主人の家に来てほしいと言います。ユダヤ人にとって異国人は汚れた存在だったので，家に行くなど考えられないことだったはずです。（使徒 10:28，29）でもペテロはエホバが願っていることを理解し，変化をすぐに受け入れました。（格 4:18）コルネリオと家に集まっていた人たちに真理を伝えました。その結果，みんなイエスに信仰を持ち，聖なる力を注がれ，バプテスマを受けました。（使徒 10:44-48）

 9. 固い食物を食べることにはどんな2つのメリットがありますか。


あなたの答え



9 私たちもペテロのように，聖書をよく学ぶことが大切です。乳のような基本的な教えも学びますが，固い食物をぜひ食べたいという気持ちも必要です。より難しい聖書の教えもきちんと学ぶ必要があるということです。時間と努力は要りますが，取り組むだけの価値があります。少なくとも2つのメリットがあります。まず，エホバのことがもっとよく分かり，エホバをますます好きになり，尊敬できるようになります。2つ目に，素晴らしいお父さんエホバのことを人に知らせたいという気持ちが強くなります。（ロマ 11:33。啓 4:11）ペテロから学べることはほかにもあります。聖書の理解が変わるときに，自分の考えに固執せず，新しく学んだことを受け入れるようにしましょう。そうしていれば，エホバに導いてもらい，エホバに仕え続けることができます。

パウロのように新しい服を身に着ける

10. エホバが用意してくれた服を身に着けるとはどういうことですか。（コロサイ 3:8-10）


あなたの答え



10 エホバに喜んでもらうためには，エホバが用意してくれた服を身に着けることが大切です。どういうことでしょうか。パウロは「古い人格……を脱ぎ捨て，新しい人格を身に着けましょう」と書いています。（コロサイ 3:8-10を読む。）新しい人格を身に着けるというのは簡単なことではなく，毎日が闘いです。パウロにとってもそうでした。パウロは若い頃から神に喜ばれるために一生懸命頑張っていました。（ガラ 1:14。フィリ 3:4，5）でも，神の考えがよく分かっていなかったので，神に喜ばれるどころか，間違った方向に進んでいました。イエスについての真理を無視し，プライドに邪魔されて「横柄」な人になっていました。この時のパウロは古くてぼろぼろの服を着ているような状態でした。（テモ一 1:13）

11. パウロはどんな弱点と闘い続けなければいけませんでしたか。


あなたの答え



11 クリスチャンになる前のパウロは，かなり短気な人でした。「使徒の活動」の記録によると，クリスチャンへの怒りに燃え，「弟子たちを脅し，殺そうと意気込んで」いました。（使徒 9:1）クリスチャンになった後は，そういう古い人格を脱ぎ捨てるために懸命に闘ったはずです。（エフェ 4:22，31）それでも，バルナバと意見が合わなかった時には「怒りが激しくぶつかって」しまいました。（使徒 15:37-39）逆戻りしたと思ったかもしれませんが，パウロは諦めませんでした。エホバに喜んでもらうために「自分の体を打ちたた」くかのように弱さと闘い続けました。（コリ一 9:27）

12. パウロが古い人格を脱ぎ捨てる努力を続けられたのはどうしてですか。


あなたの答え



12 パウロが古い人格を脱ぎ捨てて，新しい人格を身に着ける努力を続けられたのはどうしてでしょうか。自力で何とかしようとしなかったからです。（フィリ 4:13）ペテロのように，パウロも「神が与えてくださる力に頼って」いました。（ペテ一 4:11）時には失敗してがっかりすることもあったはずです。でもパウロは，エホバがこれまで自分にどんな良いことをしてくれたかをじっくり考えたので，頑張り続けることができました。（ロマ 7:21-25）

13. どのようにパウロに倣えますか。


あなたの答え



13 私たちも，どれだけ長くエホバに仕えてきたとしても，パウロのように古い人格を脱ぎ捨て，新しい人格を身に着ける努力を続ける必要があります。そうやって，エホバが用意してくれた服を身に着けることができます。時には逆戻りしてしまい，かっとなったり不親切なことを言ったりしてしまうかもしれません。そんな時も自分はもう駄目だなどと思わなくて大丈夫です。考え方や行動を改善できるよう努めましょう。（ロマ 12:1，2。エフェ 4:24）ぜひ覚えておきたいことがあります。本物の服は自分の体に合わせて調整することができますが，エホバがくれる服はそうではありません。エホバが願っていることに沿って，自分の側が変わらなければいけません。

ダビデのように安心できる所にいる

14-15. エホバはどういう意味で安心して過ごせる所を用意してくれていますか。（詩編 27:5）（写真も参照。）


あなたの答え



14 本当に幸せになるためには，これまで考えてきた食べ物や服のほかに，エホバが用意している安心して過ごせる所も必要です。どういうことでしょうか。どうすればそこにいてエホバに守ってもらえるでしょうか。

15 ダビデは，エホバが避難所を用意してくれると言っています。（詩編 27:5を読む。）エホバは今，私たちをどのように守ってくれているでしょうか。エホバとの絆が駄目にならないよう守ってくれています。私たちを攻撃するために作られるどんな武器も役に立たない，と保証しています。（詩 34:7。イザ 54:17）サタンとサタンに使われている天使たちや人たちは強力です。でもエホバの力にはかないません。たとえ命が奪われたとしても，エホバは私たちを生き返らせてくれます。（コリ一 15:55-57。啓 21:3，4）またエホバは，私たちがいろいろな心配事があってもエホバに仕え続けられるよう守ってくれます。（格 12:25。マタ 6:27-29）支えてくれる兄弟姉妹や，優しく世話してくれる長老たちも与えてくれています。（イザ 32:1，2）集会で兄弟姉妹と一緒にいると，エホバが自分を守ってくれていることを実感できます。（ヘブ 10:24，25）



[image: 「ものみの塔」研究の時に姉妹が手を挙げてコメントしようとしている。ほかの兄弟姉妹も手を挙げている。]

姉妹が神に導いてもらうために，仲間と一緒に集会に出席している。（14-15節を参照）







16. エホバはダビデをどんなふうに守りましたか。


あなたの答え



16 ダビデはエホバに従っていた時，過ちを犯して苦しむことがないよう守られていました。（格言 5:1，2と比較。）でも，エホバの基準を無視した時はそうではありませんでした。（サム二 12:9，10）では，自分が悪いことをしていないのに苦しんでいた時はどうだったでしょうか。ダビデは祈って気持ちを洗いざらいエホバに話しました。エホバはそんなダビデの祈りに応え，ダビデを愛し気に掛けていることを伝え，不安な気持ちを静めてあげました。（詩 23:1-6）

17. ダビデからどんなことが学べますか。


あなたの答え



17 ダビデの例からどんなことが学べるでしょうか。エホバにアドバイスを求めて従えば良い判断ができます。でも，まずい判断をしたせいで苦しむことがあります。そういうとき，エホバが守ってくれなかったと考えるべきではありません。（ガラ 6:7，8）自分が悪いことをしたわけではないのにつらい目に遭う時は，エホバが自分の心と考えを守ってくれることを信じ，気持ちを洗いざらいエホバに伝えましょう。（フィリ 4:6，7）

これからも神に導いてもらう

18. どうすればエホバにこれからも導いてもらえますか。それが今大切なのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



18 2026年は，この聖句をいつも思い出すようにしましょう。「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です」。この言葉がますます大切になっているのはどうしてでしょうか。私たちの周りには，そもそも神の導きが必要ではないと考える人や，偽の宗教や哲学に頼っている人がたくさんいるからです。そういう人たちの影響を受けないようにしましょう。これからも私たちはエホバに導いてもらいたいと思います。エホバが用意してくれた食べ物を味わい，新しい人格という服を身に着け，安心して過ごせる所にいるなら，必ずそうできます。





[image: 前の画像の姉妹が神に導いてもらおうとしている。1. 「ものみの塔」の研究記事を勉強している。2. ある夫婦の家に食事を届けている。夫はいすに座っている。頭には包帯が巻かれ，点滴をしている。3. 2人の兄弟に牧羊訪問をしてもらっている。]

エホバが用意してくれる食べ物を味わい，服を身に着け，安心して過ごせる所にいることは大切。（18節を参照）*





エホバが用意してくれるものをどのように活用できますか


	  食べ物


あなたの答え
 




	  服


あなたの答え
 




	  安心して過ごせる所


あなたの答え
 











162番の歌 神の導きをいつも愛する



^  写真や挿絵: 前の画像の姉妹が「ものみの塔」を勉強している。新しい人格を身に着けて仲間に親切にしている。長老から元気をもらっている。






^ （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^ （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^  （マタ 5:3） 「神の導きが必要であることを自覚している人たちは幸福です。天の王国はその人たちのものだからです。



^  （マタ 15:21-28） イエスはそこを去り，ティルスとシドンの地方に行った。 22 すると，その地方のフェニキア人女性が来て，「主よ，ダビデの子よ，憐れみをお掛けください。娘が邪悪な天使に取りつかれ，ひどく苦しめられています」と叫んだ。 23 しかしイエスは，一言も答えなかった。それで弟子たちが来て，言った。「この女性を追い払ってください。後に付いてきて，ずっと叫んでいます」。 24 イエスは答えた。「私は，イスラエル国民の迷い出た羊の所にしか遣わされていません」。 25 しかし女性は来て，イエスに敬意を表し，言った。「主よ，お助けください！」 26 イエスは答えた。「子供たちのパンを取って小犬に投げ与えるのは正しくありません」。 27 女性は言った。「そうです，主よ。けれど，小犬も主人の食卓から落ちるパンくずを食べます」。 28 そこでイエスは言った。「素晴らしい信仰です！ あなたの願う通りのことが起きますように」。すると，娘はその時，癒やされた。



^  （マタ 24:45-47） 主人が，召し使いたちに適切な時に食物を与えるため，彼らの上に任命した忠実で思慮深い奴隷はいったい誰でしょうか。 46 主人が来て，そうしているところを見るなら，その奴隷は幸せです！ 47 はっきり言いますが，主人は自分の全ての持ち物を管理させるためにその奴隷を任命します。



^  （ヤコ 1:5-7） 皆さんの中に知恵の欠けた人がいるなら，その人は神に求め続けてください。神はとがめたり*せず，全ての人に惜しみなく与えてくださるからです。求め続ければ与えられます。 6 ただし，少しも疑わず，信仰を持って求め続けなければなりません。疑う人は，風に吹かれて揺れ動く海の波のようです。 7 そういう人は，エホバ*から何かを頂けると思ってはなりません。

または，「あら探しをしたり」。
付録A5参照。


^ （ヘブ 5:14-6:1） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。 
6 それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。
直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （ヨハ 6:66-68） このために，弟子のうち多くの人が以前の事柄に戻っていき，もはやイエスと共に歩もうとはしなかった。 67 それでイエスは12人に言った。「あなたたちも去っていきたいですか」。 68 シモン･ペテロが答えた。「主よ，私たちは誰の所に行けばよいのでしょう。あなたは永遠の命の言葉を持っています。



^  （ヨハ 21:17） そして3度目に，「ヨハネの子シモン，私に愛情を抱いていますか」と言った。3度目に，「私に愛情を抱いていますか」と言われ，ペテロは悲しくなって，こう言った。「主よ，あなたは全て分かっています。私があなたに愛情を抱いていることを知っています」。イエスは言った。「私の小さな羊を養いなさい。



^  （ペテ二 3:15， 16） また，私たちの主の辛抱を救いと考えてください。私たちの愛する兄弟パウロも，自分に与えられた知恵に沿って，皆さんにそう書き送りました。 16 パウロはどの手紙の中でもこれらのことについて述べていますが，中には理解しにくい箇所もあります。無知で*不安定な人たちは，そうした箇所や聖書のほかの部分を曲解し，滅びを身に招いています。

または，「教えられていない」。


^  （ヘブ 5:14-6:1） 一方，固い食物*は，十分に成長した人*のためのものです。そのような人は，使うことによって識別力*を訓練したので，正しいことも悪いことも見分けることができます。 
6 それで，私たちはキリストに関する初歩の教理より先に進んだのですから，十分に成長するように努力しましょう。基礎的な教えに逆戻りしては*なりません。すなわち，むなしい*行いを悔い改めること，神への信仰，

または，「よくかんで食べる物」。
または，「大人」。
または，「知覚力」。
直訳，「再び土台を据えては」。
直訳，「死んでいる」。


^  （使徒 10:9-15） 次の日，3人が旅を続けてその町に近づいた頃，ペテロは祈りをするため昼の12時ごろ屋上に上がった。 10 しかし非常に空腹になり，何かを食べたくなった。食事が準備されている間に恍惚状態になり， 11 天が開いて，何か*が下ってくるのを見た。1枚の大きな亜麻布が四隅をつるされて地上に下ろされるかのようだった。 12 その中には，あらゆる四つ足の動物や爬虫類*や鳥が入っていた。 13 そして，「立ちなさい，ペテロ。これらをほふって*食べなさい！」という声がした。 14 しかしペテロは言った。「それはできません，主よ。汚れたものや清くないものはこれまで食べたことがありません」。 15 すると，2度目の声がした。「神が清めたものを，汚れていると言ってはなりません」。

直訳，「器のようなもの」。
または，「地面を動く生き物」。
または，「犠牲にして」，「殺して」。


^  （使徒 10:28， 29） ペテロは言った。「よくご存じの通り，ユダヤ人にとって，別の民族の人と交友を持ったりそのもとを訪れたりするのは許されないことです。しかし神は，誰のことも汚れているとか清くないとか言ってはならないことを私に示しました。 29 それで呼ばれた時，迷わずに来たのです。教えてください，私を呼んだのはなぜですか」。



^  （格 4:18） しかし，正しい人たちの道は夜明けの光のようだ。 真昼になるまで明るさを増していく。



^  （使徒 10:44-48） これらのことについてペテロが話しているうちに，神の言葉を聞く全ての人が聖なる力を受けた。 45 ペテロと一緒に来ていた割礼を受けた信者たちはとても驚いた。無償の贈り物である聖なる力が異国の人々にも注がれていたからである。 46 信者たちは，その人々が外国語で話して神をあがめるのを聞いた。それでペテロは言った。 47 「この人たちは私たちと同じように聖なる力を受けました。水でバプテスマを受けることを誰が禁じられるでしょうか」。 48 そして，イエス･キリストの名によってバプテスマを受けるようにと命じた。その人々はペテロに，何日かとどまるよう頼んだ。



^  （ロマ 11:33） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。



^  （啓 4:11） 「私たちの神エホバ*，あなたは栄光と栄誉と力を受けるのにふさわしい方です。あなたが全てのものを創造されたからです。全てのものは，あなたのご意志によって存在するようになり，創造されました」。

付録A5参照。


^ （コロ 3:8-10） しかし今は，それらを全て捨て去らなければなりません。憤り，怒り，悪い行い，暴言，口から出る下品な言葉を捨て去りなさい。 9 互いにうそをついてはなりません。古い人格とそれに伴う習慣を脱ぎ捨て， 10 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって*新しくされていきます。

または，「創造した」。
または，「において」。


^  （コロ 3:8-10） しかし今は，それらを全て捨て去らなければなりません。憤り，怒り，悪い行い，暴言，口から出る下品な言葉を捨て去りなさい。 9 互いにうそをついてはなりません。古い人格とそれに伴う習慣を脱ぎ捨て， 10 新しい人格を身に着けましょう。新しい人格は，それを与えてくださる*神の性質に沿って，正確な知識によって*新しくされていきます。

または，「創造した」。
または，「において」。


^  （ガラ 1:14） そして，多くの同年代の同胞よりもユダヤ教に打ち込み，はるかに熱心に父祖たちの伝統に従っていました。



^  （フィリ 3:4， 5） もっとも私は，人間的な事柄に基づいて誇ることもできます。 人間的な事柄に基づいて誇れると思う人がほかにいるとしても，その人より私の方が誇る根拠があります。 5 私は生後8日目に割礼を受けており，イスラエルの子孫，ベニヤミン族の者，ヘブライ人から生まれたヘブライ人です。律法に関しては，パリサイ派でした。



^  （テモ一 1:13） 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。



^  （使徒 9:1） サウロは，なおも主イエスの弟子たちを脅し，殺そうと意気込んで，大祭司の所に行き，



^  （エフェ 4:22） 皆さんは，古い人格を脱ぎ捨てるようにと教えられました。その人格は，以前の生き方に基づくもので，悪い欲望に引きずられて腐敗していきます。



^  （エフェ 4:31） あらゆる悪意，怒り，憤り，わめき，暴言など，一切の有害な事柄を捨て去ってください。



^  （使徒 15:37-39） バルナバは，マルコと呼ばれるヨハネを連れていくことに決めていた。 38 しかしパウロは，パンフリアでマルコが一緒に行動するのをやめてしまったことがあるので，彼を連れていくことに賛成できなかった。 39 そこで怒りが激しくぶつかって，2人は別れることになった。バルナバはマルコを連れて船でキプロスに向かった。



^  （コリ一 9:27） 自分の体を打ちたたき，奴隷にして従わせます。人々に伝道しておきながら，私自身が何かのことで退けられない*ためです。

または，「失格にならない」。


^  （フィリ 4:13） 力を与えてくださる方のおかげで，私は強くなり，どんなことも乗り越えられます*。

または，「行えます」。


^  （ペテ一 4:11） 語る人は，神からの宣言を語るように語ってください。奉仕する人は，神が与えてくださる力に頼って奉仕してください。神が全てのことに関して，イエス･キリストを通してたたえられるためです。栄光と力はいつまでも永遠に神のものです。アーメン。



^  （ロマ 7:21-25） 私には次の法則が当てはまります。正しいことをしたいと願うのに，自分の中に悪がある，ということです。 22 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。 24 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。 25 私たちの主イエス･キリストを通して救ってくださる神に感謝します！ このように，私自身，考えにおいては神の律法の奴隷ですが，体*においては罪の律法の奴隷なのです。

または，「内面の人としては」。
直訳，「肉」。


^  （ロマ 12:1， 2） そういう訳で，兄弟たち，神の思いやりに基づいて皆さんに強く勧めます。自分の体を，生きた犠牲，神に受け入れられる聖なる犠牲として差し出してください。理性を働かせて神聖な奉仕をするのです。 2 そして，今の体制によって形作られるのをやめてください。かえって，考え方を新しくすることによって自分を変化させましょう。それは，神の善い意志，喜ばしい完全な意志を見極めるためです。



^  （エフェ 4:24） そして，新しい人格を身に着けましょう。その人格は神の意志に沿って形作られる*ものであり，本当の正しさと忠実さ*に基づいています。

または，「創造された」。
または，「揺るぎない思い」。


^ （詩 27:5） 神は災難の日に私を避難所に隠してくださる。 隠れがである天幕にかくまい， 岩の上の高い所に置いてくださる。



^  （詩 27:5） 神は災難の日に私を避難所に隠してくださる。 隠れがである天幕にかくまい， 岩の上の高い所に置いてくださる。



^  （詩 34:7） エホバの天使は神を畏れる人たちの周りにとどまり*， 彼らを助け出す。

または，「陣取り」。


^  （イザ 54:17） あなたを攻撃するために作られるどんな武器も役に立たず， 裁判においてあなたを責めるどの舌も有罪とされる*。 これはエホバに仕える者たちが受ける財産であり， 私が彼らを正しいと見なす」と，エホバは宣言する。

または，「あなたによってとがめられる」。


^  （コリ一 15:55-57） 「死よ，さあ，勝利してみなさい。死よ，さあ，とげで刺してみなさい」。 56 死をもたらすとげは罪であり，罪の力は律法によります。 57 神に感謝しましょう！ 私たちの主イエス･キリストを通して勝利を与えてくださるからです。



^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （格 12:25） 心配事があると心が沈み*， 良い言葉によって心が晴れる。

または，「憂鬱になり」。


^  （マタ 6:27-29） 心配したからといって，誰が自分の寿命を少しでも延ばせるでしょうか。 28 また，服のことでなぜ心配しているのですか。野のユリがどのように育つかをよく考えなさい。苦労して働いたり，糸を紡いだりはしません。 29 しかし，華やかな生活を送ったソロモン王でさえ，このような花の1つほどにも装ってはいませんでした。



^  （イザ 32:1， 2） 1人の王が正義のために統治する。 高官たちが公正のために治める。  2 彼らはおのおの，風から逃れるための場所， 暴風雨から避難するための場所， 水のない土地に流れる水， 乾き切った土地にある大岩の陰のようになる。



^  （ヘブ 10:24， 25） また，互いのことをよく考えて*，愛を表し立派な行いをするよう勧め*合いましょう。 25 仲間と集まることを怠ってはなりません。よく欠席する人たちに倣わないようにし，いつも励まし合いましょう。定められた日が近づいているのですから*，ますますこうしたことを行っていきましょう。

または，「を気遣って」，「に関心を払って」。
または，「意欲を起こさせ」，「奮い立たせ」。
または，「のを見て」。


^  （格 5:1， 2） わが子よ，私の知恵に注意を払え。 私が識別力について教えることをよく聞きなさい。  2 これは思考力を守るため， あなたの唇が知識からそれないためである。



^  （サム二 12:9， 10） どうして私エホバにとって悪いことを行って，私の言葉を軽く見たのか。あなたはヘト人ウリヤを剣で討った！ 彼をアンモン人の剣で殺してから，彼の妻を自分の妻にした。 10 今後，あなたの家族は常に剣に悩まされる。あなたがヘト人ウリヤの妻を自分の妻にし，私を侮ったからだ』。



^  （詩 23:1-6） エホバは私の牧者。 私は何も不足しない。  2 導かれて青々とした牧草地に寝そべり， 水の豊かな場所*で憩いを得て，  3 力を取り戻す。 神がご自分の名のために，正しい道に*導いてくださる。  4 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。  5 私の敵の前で，あなたは食卓を整えてくださる。 頭に油を塗って*くださる。 私の杯は満たされる。  6 一生涯，あなたの善い行いと揺るぎない愛は私を離れない。 生きている限り，私はエホバの家に住む。

もしかすると，「静かな水辺」。
または，「正しいことを行うよう」。
または，「慰められる」。
または，「私をもてなして」。


^  （ガラ 6:7， 8） 思い違いをして*はなりません。神はご自分を侮る者を大目に見ることはありません。人は自分がまいているものを必ず刈り取ることになります。 8 罪深い欲望のままにまいている人は，罪深い欲望によって腐敗を刈り取り，聖なる力に導かれてまいている人は，聖なる力によって永遠の命を刈り取ることになるのです。

または，「だまされて」。


^  （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願いを神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考えを守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。
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45番の歌 心の黙想



ネガティブな気持ちに負けないでください



「私は実に惨めな人間です！」ローマ 7:24




ポイント

ネガティブな気持ちと闘うために何ができますか。




1-2. パウロはどんな気持ちになることがありましたか。私たちがその気持ちに共感できるのはどうしてですか。（ローマ 7:21-24）


あなたの答え



パウロと聞くと，どんなイメージがありますか。勇敢に伝道し，上手に教え，聖書の手紙をたくさん書いた人でしょうか。確かにそういう人でした。でも，パウロは感情豊かな人で，心の葛藤もありました。私たちと同じように，ネガティブな気持ちに襲われることがありました。

2 ローマ 7:21-24を読む。パウロは，「ローマのクリスチャンへの手紙」の中で，私たちが共感できる気持ちについて書いています。パウロは立派なクリスチャンでしたが，感情のせめぎ合いを経験しました。神が望むことをぜひ行いたいという願いと，悪いことをしたくなる衝動が闘っていました。また，過去に犯した間違いや，長引く問題のせいで，ネガティブな気持ちと闘わなければいけませんでした。

 3. この記事ではどんなことを考えますか。（「語句の説明」も参照。）


あなたの答え



3 そういう闘いがあったとはいえ，パウロはネガティブな気持ち*にのみ込まれたりはしませんでした。パウロが「惨め」な気持ちになったのはどうしてでしょうか。そういう感情に流されずに済んだのはどうしてですか。私たちはどうしたらネガティブな気持ちと闘えるでしょうか。この記事ではそういうことを考えます。

パウロがネガティブな気持ちになったのはどうしてか

 4. パウロがネガティブな気持ちになったのはどうしてですか。


あなたの答え



4 過去に犯した間違い。サウロと呼ばれていた，クリスチャンになる前のパウロは，後悔するようなことをたくさんしてしまいました。例えば，信仰の強いステファノを石打ちにすることに賛成し，その様子を見ていました。（使徒 7:58; 8:1）また，先頭に立ってクリスチャンを激しく迫害しました。（使徒 8:3; 26:9-11）

 5. パウロは過去にしてしまったことのせいで，どんな気持ちになりましたか。


あなたの答え



5 クリスチャンになったパウロは，過去にしてしまったことのせいで悩みました。クリスチャンをひどく迫害したことに罪悪感を感じ，その苦しみは年を追うごとに強くなっていったかもしれません。パウロは西暦55年ごろに書いた，コリント第一の中でこう言っています。「私は使徒のうち最も小さな者で，使徒と呼ばれるに値しません。神の会衆を迫害したからです」。（コリ一 15:9）それから5年ほど後，「エフェソスのクリスチャンへの手紙」で，自分は「聖なる人たちの中の最も小さな者にも及ばない」と書いています。（エフェ 3:8）テモテに宛てた手紙でも，自分が「以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった」と言っています。（テモ一 1:13）パウロは訪問した先の会衆で，以前に迫害した人やその家族に会ったかもしれません。悔やんでも悔やみ切れない，と感じたはずです。

 6. ほかにもどんなことのせいでパウロは苦しんでいましたか。（脚注も参照。）


あなたの答え



6 体に刺さったとげ。パウロは「体に1つのとげを刺され」たせいで苦しんでいると言いました。（コリ二 12:7）そのとげが何のことだったのかには触れていません。健康の問題だったのかもしれませんし，ストレスになる悩みだったのかもしれません。*

 7. パウロは自分の弱さのせいでどう感じましたか。（ローマ 7:18，19）


あなたの答え



7 受け継いだ弱さ。パウロは自分の弱さとも闘っていました。（ローマ 7:18，19を読む。）正しいことをしたいと願っていても，受け継いだ弱さのせいで願い通りにできませんでした。パウロの言葉によると，パウロの心には闘いがあり，受け継いだ弱さと正しいことをしたいという願いがいつもぶつかり合っていました。でも，パウロは諦めずに努力し続けました。（コリ一 9:27）パウロは自分の悪い傾向が顔を出すたびに悔しく思ったに違いありません。

パウロがネガティブな気持ちにのみ込まれなかったのはどうしてか

 8. パウロの手紙から，パウロが弱さを乗り越えるために何をしたことが分かりますか。


あなたの答え



8 パウロは，自分も仲間のクリスチャンも，エホバの聖なる力の助けがあれば，弱さと闘い克服できると信じていました。パウロが書いた手紙からそのことが伝わってきます。（ロマ 8:13。ガラ 5:16，17）また，手紙の中でクリスチャンが闘うべき傾向や欲望についても書いています。（ガラ 5:19-21，26）きっとパウロは，自分自身の弱さにしっかり向き合い，どうしたら闘えるかを聖書に照らしてよく考えていたはずです。パウロはほかの人にアドバイスをしただけでなく，自分でも実行していたに違いありません。

9-10. パウロがネガティブな気持ちにのみ込まれなかったのはどうしてですか。（エフェソス 1:7）（挿絵も参照。）


あなたの答え



9 がっかりすることがあっても，パウロは前向きな気持ちを失いませんでした。仲間から，遠くの会衆についての良い報告を聞いて喜びました。（コリ二 7:6，7）兄弟姉妹との絆があったので幸せを感じていました。（テモ二 1:4）パウロにはエホバに喜ばれているという自覚がありました。「良心にやましいところなく」エホバに仕えることができていました。（テモ二 1:3）パウロはローマで捕らわれている時も，「主のゆえに……喜びましょう」と兄弟姉妹に言いました。（フィリ 4:4）ネガティブな気持ちにのまれていたら，とてもそうは言えなかったはずです。パウロは後ろ向きな気持ちが湧いてくる時，いつもそれを振り払っていました。

10 パウロは，贖いが自分への贈り物だということを忘れませんでした。そのこともネガティブな気持ちと闘う力になりました。（ガラ 2:20。エフェソス 1:7を読む。）パウロは，イエス･キリストのおかげでエホバから許してもらえることを心から信じていました。（ロマ 7:24，25）それで，過去の過ちや自分の弱さに心が痛んでも，前を向いて「神への神聖な奉仕を行」うことができました。（ヘブ 9:12-14）



[image: 1. パウロがじっくり考えている。2. 過去の自分がクリスチャンの男性を家から引きずり出すよう役人に指示していたのを思い出している。3. 杭に掛けられて死んだイエスのことを考えている。]

パウロは過去の過ちに心が痛む時も，贖いについてじっくり考えてネガティブな気持ちに負けないようにした。（9-10節を参照）







11. パウロから力をもらえるのはどうしてですか。


あなたの答え



11 私たちもパウロと同じような葛藤があるかもしれません。エホバに喜ばれないことを考えたり，したり，言ったりしないように闘わないといけません。自分は惨めだと痛感することもあります。20代のエリザ姉妹*もそうです。こう言っています。「パウロの気持ちがすごくよく分かります。パウロも私と同じように自分に嫌気が差すことがあったんです。エホバは私たち一人一人がどんなことと闘っているか，よく分かってくれてるって思いました」。では，罪悪感に苦しんだりネガティブな気持ちが湧いてきたりする時，どうすればパウロのようにまた前を向けるでしょうか。

ネガティブな気持ちと闘うには

12. ネガティブな気持ちと闘うには，エホバとの絆を強くする習慣が欠かせません。どうしてですか。


あなたの答え



12 エホバとの絆を強くする習慣を大切にする。そうすると，ポジティブなことに思考が向きます。健康でいるためには，よく食べ，運動し，十分な睡眠を取ることが欠かせません。同じように，聖書を毎日読み，集会に準備して参加し，伝道すると，爽やかな気持ちになります。そして，ネガティブな考えを振り払いやすくなります。（ロマ 12:11，12）

13-14. エホバとの絆を強める習慣は，兄弟姉妹にとってどのように力になってきましたか。


あなたの答え



13 ジョン兄弟は39歳の時，珍しい種類のがんと診断されました。「この年でがんになるなんて」とショックでした。当時，兄弟の息子はまだ3歳でした。ジョン兄弟は，ネガティブな気持ちに負けないためにどうしたでしょうか。こう言っています。「疲れていて体調が悪い時もありました。でも，家族みんなでクリスチャンの活動をいつも大切にしました。集会を休まず，毎週伝道に行き，家族の崇拝も欠かさないようにしました。大変な時もそこは譲りませんでした」。自分が経験したことを振り返って，兄弟はこう言っています。「大変なことが起きると，最初はショックでネガティブな気持ちが付きまとうかもしれません。でもやるべきことをきちんとやっていれば，エホバから支えられ愛されていることに気持ちが向くようになります。どんなに苦しい時もエホバのおかげで強くなれる，と自信を持って言えます」。

14 先ほどのエリザ姉妹はこう言っています。「集会に行ったり自分で聖書を学んだりするといつも，エホバが祈りを聞いてくれていることや，私を心から愛してくれていることを実感します。心が温かくなります」。ノーラン兄弟は，妻のディアン姉妹と一緒にアフリカで巡回奉仕をしています。こう言っています。「気持ちが落ち込んでいる時も，私たちはエホバとの絆を強める習慣を欠かさないようにしています。そうすると，正しい考え方ができるようにエホバが整えてくれていると感じられます。エホバが必ず助け，支えてくれることをいつも思い出すようにしています。どのようにしてかは分からないとしても，絶対そうしてくれます」。

15. ネガティブな気持ちが続く時，何ができますか。


あなたの答え



15 そういう基本的なことをしっかりしているのに，ネガティブな気持ちが続く場合，どうしたらいいでしょうか。例えで考えてみましょう。あなたが腰痛に悩まされているとします。痛みを和らげるために，毎日ウォーキングするかもしれません。でもそれだけでなく，腰痛の原因を知るためにいろいろ調べたり，医師に診てもらったりもするはずです。ネガティブな気持ちが続く時も，聖書や聖書に基づく資料を調べたり，信頼できるクリスチャンに相談したりしましょう。さらにできることがあります。

16. ネガティブな気持ちの原因を探るために何ができますか。（詩編 139:1-4，23，24）


あなたの答え



16 祈って自分を見つめる。ダビデは，エホバが自分のことを全部分かってくれていることを知っていました。それでエホバに，どうしてこんなに「不安な気持ち」になってしまうのか教えてください，とお願いしました。（詩編 139:1-4，23，24を読む。）私たちもエホバに，どうしてネガティブな気持ちになってしまうのか，どうしたらそれを乗り越えられるのか教えてください，と祈れます。自分を見つめるために，こんなふうに考えてみてください。「こういう気持ちの原因は何なんだろう。何がきっかけでそういう気持ちに襲われるんだろう。ネガティブな考えを切り替えるのではなく，いつも引きずってしまっているだろうか」。

17. どんなテーマで聖書を調べると力が湧いてきますか。（写真も参照。）


あなたの答え



17 自分に合ったテーマで聖書を調べる。エホバがどんな方かを調べてみるのもいいかもしれません。パウロは，贖いやエホバの許しについてじっくり考えることから力をもらいました。私たちも同じようにできます。「エホバの証人のためのリサーチガイド」，「ものみの塔出版物索引」，その他の調査ツールを使って，エホバの憐れみ，許し，揺るぎない愛などについて調べてみてください。自分に役立つ記事をリストにして，目につく所に貼っておきましょう。気持ちが落ち始めたら，すぐにそういう記事を見直してください。今の自分にどう役立つか考えて，学んだことを実行しましょう。（フィリ 4:8）



[image: 若い兄弟が勉強している。手元には聖書とタブレットとノートがある。聖書に書き込みをしている。]

ネガティブな気持ちを乗り越えるのに役立つテーマを選んで勉強しましょう。（17節を参照）







18. 兄弟姉妹は，ネガティブな気持ちと闘うためにどんなテーマで勉強していますか。


あなたの答え



18 先ほどのエリザ姉妹は，ヨブについて調べました。こう言っています。「次々と苦しい目に遭ったヨブが自分と重なりました。ヨブはどん底にいた時も，エホバのことを考え続けていました。どうして大変な思いをしているのか分からなかったのにそうしました」。（ヨブ 42:1-6）ディアン姉妹はこう言っています。「夫婦で，『エホバに近づきなさい』の本を読んでいます。エホバは陶芸家のように，粘土である私たちを形作ってくれているということが分かりました。自分の弱さにがっかりする時は，エホバが私たちをより良い人になれるよう整えてくれていることを思い出すようにしています。そのことを考えると感謝でいっぱいになり，エホバに引き付けられます」。（イザ 64:8）

明るい未来を楽しみにする

19. どんなことを覚えておくといいですか。


あなたの答え



19 エホバとの絆を強くする習慣を大切にしたり，自分に合ったテーマで聖書を調べたりしても，ネガティブな気持ちが完全になくなるわけではないかもしれません。自分は惨めだと感じる時もあるでしょう。でもエホバに助けてもらえば，そういう気持ちに負けずに済みます。気持ちの浮き沈みは多少あっても，罪悪感に苦しんだりせず，エホバへの奉仕を楽しめます。

20. ネガティブな気持ちになる時，どうしたいと思いますか。


あなたの答え



20 自分の過去，悩み，弱さのせいでネガティブな気持ちになることがあっても，振り回されないようにしましょう。エホバは穏やかな気持ちでいられるように助けてくれます。（詩 143:10）新しい世界には，私たちを悩ませるネガティブな要素は一切ありません。毎朝，すがすがしい気持ちで目覚め，何の曇りもない心でエホバに仕えることができます。



何を学びましたか


	  パウロが惨めな気持ちになったのはどうしてですか。


あなたの答え
 




	  パウロがネガティブな気持ちにのみ込まれずに済んだのはどうしてですか。


あなたの答え
 




	  ネガティブな気持ちと闘うにはどうしたらいいですか。


あなたの答え
 











34番の歌 高潔さを捨てずに歩む



^  語句の説明: この記事に出てくる「ネガティブな気持ち」とは，時々感じる悲しさや，不安定な気分のことです。医師の助けを必要とする慢性的なメンタルの不調のことではありません。


^  パウロの手紙によると，パウロは視力の問題を抱えていたようです。それで手紙を書いたり伝道したりするのが大変だったと思われます。（ガラ 4:15; 6:11）このとげは偽使徒のせいで感じるストレスのことだったのかもしれません。（コリ二 10:10; 11:5，13）何のことだったかははっきり分かりませんが，パウロにとって悩みの種でした。


^  一部の名前は変えてあります。






^ （ロマ 7:24） 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。



^ （ロマ 7:21-24） 私には次の法則が当てはまります。正しいことをしたいと願うのに，自分の中に悪がある，ということです。 22 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。 24 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。

または，「内面の人としては」。


^  （ロマ 7:21-24） 私には次の法則が当てはまります。正しいことをしたいと願うのに，自分の中に悪がある，ということです。 22 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。 24 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。

または，「内面の人としては」。


^  （使徒 7:58） そして町の外に追い出した後，石打ちにし始めた。ステファノを訴えた証人たちは外衣をサウロという若者の足元に置いた。



^  （使徒 8:1） サウロは，ステファノの殺害に賛成していた。 その日，エルサレムの会衆に対して激しい迫害が始まった。使徒たち以外は全員，ユダヤとサマリアの全域に散らされた。



^  （使徒 8:3） 一方サウロは，会衆に手荒なことをするようになった。次々と家に侵入しては男性も女性も引きずり出し，牢屋に送った。



^  （使徒 26:9-11） 私自身，どんな手段を使ってでもナザレ人イエスの名に敵対すべきだと確信していました。 10 事実，エルサレムでそれを実行し，祭司長たちから権限を与えられていましたので，聖なる人たちの多くを牢屋に閉じ込めました。そして，その人たちが処刑される時には，賛成の票を投じました。 11 全ての会堂で聖なる人たちを何度も苦しめて信仰を捨てるよう迫り，彼らのことでひどく激怒してほかの町々でも迫害するほどでした。



^  （コリ一 15:9） 私は使徒のうち最も小さな者で，使徒と呼ばれるに値しません。神の会衆を迫害したからです。



^  （エフェ 3:8） 聖なる人たちの中の最も小さな者にも及ばない私が，この惜しみない親切を受け，キリストによる計り知れない祝福についての良い知らせを異国の人々に伝えることになりました。



^  （テモ一 1:13） 以前は神を冒瀆し，神の民を迫害し，横柄だった私が，憐れみを示されました。当時は信仰がなく，よく知らずに行動していたからです。



^  （コリ二 12:7） 特別な啓示を受けたということで過大評価してほしくないのです。 私は，思い上がることがないよう，体に1つのとげを刺されました。それはサタンの使いであり，私が思い上がらないよう，いつも平手打ちをしてきます。



^ （ロマ 7:18， 19） 私は自分の体*の中に，善いものが何もないことを知っています。善いことをしたいと望んではいても，実行できないからです。 19 自分が願っている善い事柄は行わず，願っていない悪い事柄をいつも行います。

直訳，「肉」。


^  （ロマ 7:18， 19） 私は自分の体*の中に，善いものが何もないことを知っています。善いことをしたいと望んではいても，実行できないからです。 19 自分が願っている善い事柄は行わず，願っていない悪い事柄をいつも行います。

直訳，「肉」。


^  （コリ一 9:27） 自分の体を打ちたたき，奴隷にして従わせます。人々に伝道しておきながら，私自身が何かのことで退けられない*ためです。

または，「失格にならない」。


^  （ロマ 8:13） 罪深い欲望に従って生きるなら，皆さんは必ず死にますが，聖なる力によって罪深い習慣を断つなら，生きます。



^  （ガラ 5:16， 17） 次のことを勧めます。聖なる力に導かれて歩んでください。そうすれば，罪深い欲望のままに行動することは決してありません。 17 罪深い欲望は聖なる力に逆らい，聖なる力は罪深い欲望に逆らうからです。これらが対立しているので，皆さんはしたいと思うことを行いません。



^  （ガラ 5:19-21） さて，罪深い欲望から出る行いは明らかです。それは，性的不道徳，汚れ，恥知らずな行い， 20 偶像崇拝，心霊術，敵意，争い，嫉妬，激怒，不和，分裂，分派， 21 ねたみ，酩酊，ばか騒ぎなどです。こうした事柄について私はすでに警告しましたが，あらためて警告します。こうした事柄を習慣にする人が神の王国を授けられることはありません。



^  （ガラ 5:26） 自己中心的になってはなりません。競い合ったりねたみ合ったりしないようにしましょう。



^ （エフェ 1:7） その豊かな惜しみない親切のおかげで，私たちはキリストの血によって贖われ，解放されています。過ちを許されているのです。



^  （コリ二 7:6， 7） しかし，気落ちしている人を慰める神が，私たちのそばにテトスをいさせることによって，慰めてくださいました。 7 テトスがいたことに加え，テトスが皆さんに会って慰められたのを聞けたことも，神からの慰めでした。皆さんが私に会いたいと思っていること，深く悲しんでいること，私を心から気遣っていることについて，テトスは報告してくれたのです。それで私は一層うれしくなりました。



^  （テモ二 1:4） あなたの涙を覚えていて，あなたに会って喜びに満たされたいと強く願っています。



^  （テモ二 1:3） 私は神に感謝しており，良心にやましいところなく，父祖たちがしたように神に神聖な奉仕をしています。昼も夜も捧げる祈願の中であなたを思い起こさないことはありません。



^  （フィリ 4:4） 主のゆえにいつも喜びましょう。もう一度言います。喜びましょう！



^  （ガラ 2:20） 私はキリストと共に杭にくぎ付けにされています。もう自分のためには生きておらず，キリストと結び付いて生きています*。人間としての今の命を，神の子への信仰によって生きているのです。神の子は私を愛し，私のために自分を差し出してくださいました。

直訳，「生きているのはもはや私ではなく，私と結び付いて生きているキリストです」。


^  （エフェ 1:7） その豊かな惜しみない親切のおかげで，私たちはキリストの血によって贖われ，解放されています。過ちを許されているのです。



^  （ロマ 7:24， 25） 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。 25 私たちの主イエス･キリストを通して救ってくださる神に感謝します！ このように，私自身，考えにおいては神の律法の奴隷ですが，体*においては罪の律法の奴隷なのです。

直訳，「肉」。


^  （ヘブ 9:12-14） キリストは，ヤギや若い雄牛の血ではなく，自分の血を携え，一度限り聖なる場所に入り，私たちを永遠に救って*くださいました。 13 ヤギや雄牛の血，また若い雌牛の灰は，汚れた人に振り掛けられると，その人の体を清めて神聖なものとします。そうであれば， 14 永遠の聖なる力により自分を傷のない犠牲として神に捧げたキリストの血は，なおのこと，むなしい*行いによって汚れていた私たちの良心を清め，生きている神への神聖な奉仕を行えるようにするのではないでしょうか。

直訳，「贖って」，「買い戻して」。
直訳，「死んでいる」。


^  （ロマ 12:11， 12） 怠けたりせず，よく働いてください。聖なる力によって熱意に燃えましょう。エホバに一生懸命仕えてください。 12 希望によって喜びましょう。苦難に遭っても忍耐しましょう。粘り強く祈りましょう。



^ （詩 139:1-4） エホバ，あなたは私の全てを探りました。 私のことを知っています。  2 座るのも立つのも知っています。 遠くから私の考えを知ります。  3 旅するのも横になるのも見ています*。 私の全ての歩みをよく知っています。  4 私がまだ言葉を口にしていないのに， エホバ，あなたはすでに私の考えをよく知っています。

直訳，「測ります」。


^ （詩 139:23， 24） 神よ，私の全てを探り，私の心を知ってください。 私を調べ，不安な気持ちを知ってください。 24 私に何か良くないところがないかどうかを見て， 永遠の命に導いてください。



^  （詩 139:1-4） エホバ，あなたは私の全てを探りました。 私のことを知っています。  2 座るのも立つのも知っています。 遠くから私の考えを知ります。  3 旅するのも横になるのも見ています*。 私の全ての歩みをよく知っています。  4 私がまだ言葉を口にしていないのに， エホバ，あなたはすでに私の考えをよく知っています。

直訳，「測ります」。


^  （詩 139:23， 24） 神よ，私の全てを探り，私の心を知ってください。 私を調べ，不安な気持ちを知ってください。 24 私に何か良くないところがないかどうかを見て， 永遠の命に導いてください。



^  （フィリ 4:8） 最後に，兄弟たち，真実なこと*，真面目なこと，正しいこと，清いこと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え続けてください。

または，「ことは何でも」。


^  （ヨブ 42:1-6） ヨブはそれを聞いてエホバに言った。  2 「私は今分かりました。 あなたは何でも行うことができる方です。 あなたが行おうとすることで，あなたに不可能なことはありません。  3 あなたはこうおっしゃいました。 『知らないのに，私の考えを覆い隠しているのは誰か』。 私は話しましたが，分かっていませんでした。 あまりにも素晴らしい事実を理解していませんでした。  4 こうもおっしゃいました。 『どうか聞いてほしい。私が話そう。 あなたに質問しよう。あなたは私に答えなさい』。  5 あなたのことを耳で聞いてはいましたが， 今ではあなたをこの目で見ております。  6 それで，言ったことを撤回し， 後悔して土と灰をかぶります」。



^  （イザ 64:8） しかし，エホバ，あなたは私たちの父です。 私たちは粘土で，あなたは陶芸家*です。 私たちは皆，あなたの手で造られたのです。

または，「私たちを形作った方」。


^  （詩 143:10） 私を教え，あなたの望むことを行えるようにしてください。 あなたは私の神です。 あなたの聖なる力は良いものです。 聖なる力によって私を平らな場所*に導いてください。

または，「正直な人たちの土地」。


^ （ガラ 4:15） あの時の皆さんの幸福はどこに行ってしまったのですか。皆さんは，できることなら自分の目をえぐり出して私に与えたいとさえ思ってくれていました。そのことを私は証言できます。



^ （ガラ 6:11） ご覧のように，私はこんなに大きな字で，自分の手で皆さんにこの手紙を*書いています。

もしかすると，「こんなに長い手紙を自分の手で皆さんに」。


^ （コリ二 10:10） 「彼は手紙では威厳があって力強いが，会ってみると弱々しくて話も下手だ」と言う人たちがいます。



^ （コリ二 11:5） 私は，そちらの優秀な使徒たちと比べて自分に何一つ劣ったところはないと思っています。



^ （コリ二 11:13） そのような人たちは偽使徒であり，人を欺き，キリストの使徒に成り済ましています。
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20番の歌 あなたは貴重な子を与えてくださった



私たちにはどうしても贖いが必要



「こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか」。ローマ 7:24




ポイント

贖いのおかげで罪が許され，希望が持て，神と和解できます。どういうことでしょうか。




1-2. 私たちはどういう状況から救い出してもらう必要がありますか。どうしてですか。（ローマ 7:22-24）（挿絵も参照。）


あなたの答え



倒壊したビルに人が閉じ込められています。生きてはいますが，自力では脱出できません。できることといえば，助けを求めて叫ぶことだけです。

2 私たちはみんな，この人と似た状況にいます。どういうことでしょうか。アダムはエホバに反逆し，罪人になりました。私たちはアダムの子孫なので，その罪深い状態を受け継いでいます。それで人類は，いわば受け継いだ罪というがれきに閉じ込められていて，そこから自力では抜け出せません。パウロは「ローマのクリスチャンへの手紙」の中で，それがどういうことかを説明しています。（ローマ 7:22-24を読む。）パウロは「死につつある体から」救ってほしいと訴えています。自分が罪の下でもがいていて，このままいけば死んでしまうと分かっていました。（ロマ 6:23）私たちもそうです。誰かに救い出してもらわないといけません。



[image: 倒壊したビルに閉じ込められてけがをしている男性が腕を伸ばしている。]

倒壊したビルに閉じ込められているかのように，私たちはみんな受け継いだ罪に閉じ込められ，助けを必要としている。（1-2節を参照）







 3. 贖いのおかげでどんな3つのことが実現しますか。


あなたの答え



3 でもパウロは苦しい思いを訴えただけではありません。「こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか」と言った後，自らこう答えています。「私たちの主イエス･キリストを通して救ってくださる神に感謝します！」（ロマ 7:25）パウロはイエスの贖い*の犠牲によって救われると言っていました。贖いのおかげで（1）罪が許され，（2）希望が持て，（3）神と和解できるようになります。この記事ではそういうことを考えます。きっと「希望を与える神」エホバへの愛の気持ちがもっと大きくなるはずです。（ロマ 15:13）イエスの「贖いにより，私たちは解放され」るということへの感謝も深まります。（コロ 1:14）

贖いのおかげで罪が許される

4-5. 私たちみんなに贖いが必要なのはどうしてですか。（伝道の書 7:20）


あなたの答え



4 私たちの罪が許されるためには，贖いが必要です。人は誰しも間違ったことを言ったりしたりして罪を犯します。（伝道の書 7:20を読む。）罪の中には重大なものもあります。例えば姦淫や殺人は，モーセの律法では死刑になるほどの重罪でした。（レビ 20:10。民 35:30，31）そこまで重大ではない罪もありますが，罪だということに変わりはありません。ダビデも，「自分の歩みに気を付けよう，言葉で罪を犯さないために」と言っています。（詩 39:1）確かに，言うべきではないことを言ってしまう時があるものです。（ヤコ 3:2）

5 自分の言動を振り返ってみてください。あんなこと言わなければよかった，と思うようなことを言ってしまったことがありますか。時間を巻き戻してもう一度やり直せたらいいのに，と思ったことがありますか。誰にでもそういうことがあるはずです。聖書にはこうあります。「『自分には罪がない』と言うなら，私たちは自分を欺いているのであり，心の中に真理がありません」。（ヨハ一 1:8）

6-7. エホバは何を根拠に私たちの罪を許してくれますか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



6 エホバは贖いを根拠に私たちの罪を許してくれます。（エフェ 1:7）だからといって，エホバは私たちの罪が大したものではないかのように見過ごすわけではありません。エホバにとって罪は罪です。（イザ 59:2）エホバは公正の神なので，正当な根拠もなく許すことはできません。

7 モーセの律法では，イスラエル人は罪を償うために動物の犠牲を捧げる必要がありました。（レビ 4:27-31; 17:11）動物の犠牲は後に捧げられるもっと素晴らしいイエスの犠牲を表していました。イエスの犠牲により，人間はたくさんの恩恵を受けられます。例えば，エホバが私たちの罪を許す法的な根拠になります。パウロはイエスの犠牲の死にどれほどの価値があるかをよく理解していました。コリントのクリスチャンへの手紙の中で，彼らが以前にしていた悪い行いを列挙した後にこう言いました。「皆さん[は]洗われて清くなり，神聖なものとされました。主イエス･キリストの名によって，また私たちの神の聖なる力によって，正しいと認められました」。（コリ一 6:9-11）



[image: 神殿でイスラエル人の家族がうれしそうに祭司に羊を渡している。]

罪を償うための動物の犠牲はイエスの贖いの犠牲を表していた。その犠牲から人間はたくさんの恩恵を受けられる。（6-7節を参照）







 8. 記念式に向けて，どんなふうに心を整えられますか。


あなたの答え



8 今年の記念式に向けて心を整える時，エホバに許してもらえることが自分にとってどれほど深い意味を持つかを考えてください。贖いのおかげで，すでに悔い改めた過去の過ちについていつまでも罪悪感に苦しまなくて済みます。でも，なかなか気持ちが晴れない場合はどうでしょうか。「エホバが許してくれるのは分かるけど，自分は自分のことを許せない」と感じるかもしれません。そういうときは思い出してください。許すのはエホバです。そして，エホバは裁く権威をイエスに与えています。誰が許され，誰が許されないのかを決める権威は，あなたにもほかの人にも与えられてはいません。聖書にはこうあります。「神が光の中にいるのと同じように私たちが光の中を歩んでいるなら，私たちは……神の子イエスの血によって全ての罪から清められます」。（ヨハ一 1:6，7）これは紛れもない事実で，私たちは聖書のほかの教えと同じようにそのことを信じています。贖いは，エホバが私たちを許すための法的な根拠です。そしてエホバは「快く許してくださいます」。（詩 86:5）

贖いのおかげで希望が持てる

 9. 罪は悪い行動だけでなく，どんなことも指しますか。（詩編 51:5と脚注）


あなたの答え



9 聖書の中で「罪」は行動だけではなく，生まれつきの状態も指します。（詩編 51:5と脚注を読む。）私たちがつい悪いことをしてしまうのも，病気になり，年を取り，死んでいくのも全部罪のせいです。まだ悪いことを何もしていない赤ちゃんが病気になったり死んでしまったりすることがあるのも罪のせいです。悪い人も良い人も苦しんで，最後には死んでいくのもそういう理由です。アダムの子孫は一人残らず生まれつき罪を負っています。

10. アダムとエバは罪を犯した後，どんな変化を経験しましたか。


あなたの答え



10 アダムとエバは罪を犯した後，エホバに背いた結果をすぐに思い知らされました。「心に書かれている」律法，つまり良心にさいなまれるようになりました。（ロマ 2:15）何かが変わってしまったことを肌で感じました。良い変化ではありません。体を覆わずにはいられなくなり，まるで犯罪者のように神から隠れようとしました。（創 3:7，8）罪悪感，不安，心配，痛み，恥ずかしさ。2人はそういう感情を初めて味わいました。このような感情は2人が死ぬまで付きまといました。（創 3:16-19）

11. 罪深い状態のせいで人間はどうなっていますか。


あなたの答え



11 私たちはみんなアダムとエバと同じように罪の影響を受けています。罪がある状態なので，体や心に痛みを感じます。どれだけ努力しても，その状態から抜け出せません。どうしてでしょうか。聖書にある通り，私たちは「むなしい状態に置かれ」ているからです。（ロマ 8:20）個人レベルだけでなく，人類全体もそうです。例えば人類は，環境問題への取り組み，犯罪の抑制，貧困の撲滅，国家間の平和の実現など，いろんな努力をしてきましたが，むなしい結果に終わっています。でも贖いのおかげで，私たちはそういう罪深い状態から抜け出せます。どういうことでしょうか。

12. 贖いのおかげでどんな希望が持てますか。


あなたの答え



12 贖いのおかげで，「創造物[が]腐敗への奴隷状態から自由にされ」るという希望を持てます。（ロマ 8:21）新しい世界では人間は完全になります。体も心も健康になり，罪悪感，不安，心配，痛み，恥ずかしさといった感情に悩まされることはなくなります。贖いとなってくれた「平和の統治者」イエス･キリストのリーダーシップの下，環境問題も解決し，世界平和が実現します。人類の努力が挫折に終わることはもうありません。（イザ 9:6，7）

13. 記念式に向けて心を整えるために，どんなことを考えるといいですか。


あなたの答え



13 罪深い状態から自由になれることが自分にとってどういうことなのか考えてください。新しい世界では，毎朝爽やかに目覚め，自分や家族の食べる物のことを心配したり，病気や死を恐れたりすることはありません。今でも，そういう「希望をしっかり持ち続けること」で穏やかな気持ちでいられます。その希望は「命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがな[い]」ものです。（ヘブ 6:18，19）いかりが船を安定させるように，希望があれば，信仰が揺らぐことはありません。試練の中でも頑張っていく力が持てます。エホバが「熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる」ことは確かです。（ヘブ 11:6）今，安心感を持てるのも，将来の希望を持てるのも，贖いがあるからこそです。

贖いのおかげで神と和解できる

14. 罪のせいで人間と神の関係はどうなってしまいましたか。


あなたの答え



14 アダムとエバが罪を犯したので，人間は神から遠くに引き離されてしまいました。人類は神の敵になってしまった，と聖書に書かれています。（ロマ 8:7，8。コロ 1:21）エホバはただ罪を大目に見たりすることはできません。それはエホバの完璧な基準に反することです。聖書にも「あなたの目はあまりにも清いので，悪を見続けることはできません」とあります。（ハバ 1:13）罪のせいで，神と人間の間には深い溝ができてしまいました。その溝を埋めなければ，誰も神との良い関係は持てません。神と和解するためにどうしても必要なのが贖いです。

15. 贖いによってエホバと和解する道が開かれました。どういうことですか。


あなたの答え



15 聖書によると，「イエスは私たちの罪を償うための犠牲です」。（ヨハ一 2:2）「罪を償うための犠牲」と訳されているギリシャ語には，なだめる手段という意味合いがあります。贖いの犠牲によってエホバをなだめる，とはどういうことでしょうか。イエスが死んだことでエホバの気持ちが和らいだ，ということではありません。エホバの公正の基準がいわばなだめられた，つまり満たされたということです。イエスが死んだことはエホバが人間と和解するための根拠になりました。（ロマ 3:23-26）またエホバは，イエスが亡くなる前にエホバに仕えていた人たちのことを正しい人と見なすことができました。（創 15:1，6）どうしてそんなことができるのでしょうか。エホバにとって，イエスが贖いになることは絶対確実だったからです。（イザ 46:10）贖いによって，人間がエホバと和解するための道が開かれました。

16. 記念式に向けて心を整えるために，どんなことも考えるといいですか。（挿絵も参照。）


あなたの答え



16 神と和解できていることが自分にとってどんな意味を持つのか，考えてみてください。私たちはイエスが教えたように，エホバのことをお父さんと呼びます。（マタ 6:9）「エホバは私の友達です」と言うこともあります。でも，「お父さん」や「友」と呼ぶ時，深い敬意や謙虚な気持ちを忘れないようにしたいものです。どうしてでしょうか。罪を受け継いでいる人間は，エホバとの絆を自力で持つことはできないからです。エホバをお父さんや友と呼べるのは，ひとえに贖いのおかげです。エホバはイエスを通して「他の全てのものが……ご自分と和解できるようにしました。[イエス]が苦しみの杭に掛けられて流した血により，平和な関係がもたらされるようにしたのです」。（コロ 1:19，20）それで，罪を受け継いでいる今でもエホバと温かい友情を育むことができます。



[image: ローマの兵士たちがイエスを杭にくぎ付けにしようとしている。2人の兵士がイエスを杭の所に連れてきている。別の兵士は右手にハンマーを，左手にくぎを持っている。]

イエスの死は，エホバと人類が和解するための法的な根拠。（16節を参照）







エホバは憐れみ深い神

17. 贖いについて考えると，エホバが憐れみ深いことがよく分かります。どうしてですか。（エフェソス 2:4，5）


あなたの答え



17 贖いについて考えると，エホバが「憐れみ深い」ことがよく分かります。エホバは「私たちが過ちのゆえに死んでいた時に……生かしてくださいました」。（エフェソス 2:4，5を読む。）「永遠の命を得るための正しい態度を持つ人」たちは必死に助けを求めています。受け継いだ罪というがれきの下から自力では抜け出せないことが分かっています。（使徒 13:48）エホバは助けを求めるその声を聞いてどうするでしょうか。王国の良い知らせを伝え，エホバとイエスについて知ることができるようにしています。（ヨハ 17:3）サタンはアダムとエバがエホバに反逆したのを見て，これで神が思い描いていることは実現不可能になった，と考えたかもしれません。でも，それはとんだ勘違いでした。

18. 贖いについて考える時，どんな点に目を向ける必要がありますか。


あなたの答え



18 贖いについて考える時，自分がどんな恩恵を受けられるかだけでなく，もっと大きな問題に目を向ける必要があります。エホバが贖いを与えたのは，サタンがエデンの園で持ち出した問題を解決するためでもあります。（創 3:1-5，15）贖いによって，エホバは傷つけられてきた自分の名誉を回復し，名前を神聖なものとします。また，私たちを罪と死から救い出し，愛情深い神だということを証明しています。さらに，罪深い人間にもサタンの主張の間違いを明らかにする機会を与えてくれています。（格 27:11）では，私たちは贖いに心から感謝していることをどのように表せるでしょうか。次の記事で考えます。



贖いのおかげでどのように…


	  罪が許されますか


あなたの答え
 




	  希望が持てますか


あなたの答え
 




	  神と和解できますか


あなたの答え
 











19番の歌 主の晩餐



^  語句の説明: 贖いとは，捕らわれた状態から解放するために支払われる代価のことです。イエスの犠牲の死は，神に従う人類を罪と死に捕らわれた状態から解放するための贖いです。






^ （ロマ 7:24） 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。



^ （ロマ 7:22-24） 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。 24 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。

または，「内面の人としては」。


^  （ロマ 7:22-24） 私は，内面では*神の律法を本当に喜んでいます。 23 しかし，体の中で別の律法が，考えを導く律法と戦い，私を捕らえて体の中にある罪の律法に従わせているのが分かります。 24 私は実に惨めな人間です！ こうして死につつある体から，誰が私を救ってくれるでしょうか。

または，「内面の人としては」。


^  （ロマ 6:23） 罪の代償は死ですが，神が与える贈り物は，私たちの主であるキリスト･イエスによる永遠の命なのです。



^  （ロマ 7:25） 私たちの主イエス･キリストを通して救ってくださる神に感謝します！ このように，私自身，考えにおいては神の律法の奴隷ですが，体*においては罪の律法の奴隷なのです。

直訳，「肉」。


^  （ロマ 15:13） 希望を与える神が，信仰を持つ皆さんをあらゆる喜びと平和で満たしてくださり，皆さんが聖なる力によって希望に満ちあふれますように。



^  （コロ 1:14） 神の子の贖いにより，私たちは解放され，罪を許されています。



^ （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^  （伝 7:20） 常に善を行って罪を犯さない正しい人は，地上に一人もいない。



^  （レビ 20:10） 次は，人の妻と姦淫をする男性についてである。男性が仲間の妻と姦淫をするなら，姦淫をした男性も女性も，必ず死刑にされるべきである。



^  （民 35:30， 31） 人を殺した者は，証人たちの証言によって殺人者として死刑にされるべきである。誰も，ただ1人の証人の証言によって死刑にされることはない。 31 死に値する殺人者の命のための贖いを受け取ってはならない。その者は必ず死刑にされるべきだからである。



^  （詩 39:1） 私は言った。「自分の歩みに気を付けよう， 言葉*で罪を犯さないために。 自分の口を口籠で*守ろう， 悪人が私の前にいる限り」。

直訳，「舌」。
または，「覆って」。


^  （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^  （ヨハ一 1:8） 「自分には罪がない」と言うなら，私たちは自分を欺いているのであり，心の中に真理がありません。



^  （エフェ 1:7） その豊かな惜しみない親切のおかげで，私たちはキリストの血によって贖われ，解放されています。過ちを許されているのです。



^  （イザ 59:2） あなたたちは自らの過ちによって神から引き離されたのだ。 あなたたちの罪のせいで神は顔を隠したのであり， 耳を傾けようとしないのである。



^  （レビ 4:27-31） 民の誰かが意図せずに罪を犯し，エホバに禁じられていることを行ったとして有罪になったのであれば， 28 あるいは，罪を犯したことに気付いたのであれば，その人は，犯した罪のための捧げ物として傷のない雌の子ヤギを連れていかなければならない。 29 そして罪の捧げ物の頭に手を置き，全焼の捧げ物と同じ場所でほふる。 30 祭司はその血を指で取り，全焼の捧げ物の祭壇の角に付ける。残りの血は全部，祭壇の基部に注ぐ。 31 共食の犠牲から脂肪を取るのと同じように，脂肪を全て取る。祭司はそれを祭壇で焼いて煙にする。それはエホバにとって心地よい香りとなる。こうして祭司はその人のために贖罪を行い，その人は許される。



^  （レビ 17:11） 生き物の命は血の内にあるからであり，私がそれをあなたたちに与え，自分たちのために祭壇で贖罪を行えるようにした。血が，その内にある命によって贖罪を行うからである。



^  （コリ一 6:9-11） 正しくない人が神の王国を授けられることはない，ということを知らないのですか。思い違いをして*はなりません。性的に不道徳な人，偶像を崇拝する人，姦淫をする人，同性愛行為に身を任せる人，同性愛にふける人， 10 盗む人，貪欲な人，酩酊する人，ののしる人，脅し取る人が神の王国を授けられることはありません。 11 皆さんの中には，以前そのような人もいました。しかし，洗われて清くなり，神聖なものとされました。主イエス･キリストの名によって，また私たちの神の聖なる力によって，正しいと認められました。

または，「だまされて」。


^  （ヨハ一 1:6， 7） 「自分は神と結び付いている」と言いながら闇の中を歩き続けるなら，私たちはうそをついているのであり，真理を実践していません。 7 一方，神が光の中にいるのと同じように私たちが光の中を歩んでいるなら，私たちは互いに結び付いており，神の子イエスの血によって全ての罪から清められます。



^  （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。



^ （詩 51:5） 私は過ちのある者として生まれ， 母は罪のうちに私を身ごもりました*。

または，「母が私を身ごもった時から罪深い人間です」。


^  （詩 51:5） 私は過ちのある者として生まれ， 母は罪のうちに私を身ごもりました*。

または，「母が私を身ごもった時から罪深い人間です」。


^  （ロマ 2:15） 彼らこそ，律法の内容が心に書かれていることを証明しています。彼らの良心が彼らと共に語り*，彼らは自分の考えによって*非難されたり弁護されたりしているのです。

または，「証言し」。
直訳，「の間で」。


^  （創 3:7， 8） すると，2人の目は開かれ，自分たちが裸であることに気付いた。それで，イチジクの葉をつなぎ合わせて腰を覆う物を作った。 8 その後，そよ風が吹く頃*，庭園の中を歩くエホバ神の声が聞こえた。人とその妻は，エホバ神に見つからないよう庭園の木々の中に隠れた。

夕方のこと。


^  （創 3:16-19） 女にはこう言った。「私はあなたの妊娠中の苦痛を大きくする。あなたは苦しみながら子供を産む。あなたは夫との親密さを求め，夫はあなたを支配することになる」。 17 アダム*にはこう言った。「あなたが妻の言ったことに従い，『食べてはならない』と私が命じた木の実を食べたので，あなたのせいで地面は災いを被った。それであなたは，地面から食物を得るために生涯ずっと苦労する。 18 地面にはいばらとアザミが生え，あなたは野の草木を食べなければならない。 19 あなたは額に汗して食物*を得，やがて地面に戻る。そこから取られたからだ。あなたは土なので土に戻るのである」。

意味，「地の人」，「人間」，「人類」。
または，「パン」。


^  （ロマ 8:20） 創造物はむなしい状態に置かれましたが，自分の意志でそうなったのではなく，神によってそのようにされ，同時に希望を与えられたからです。



^  （ロマ 8:21） 創造物も腐敗への奴隷状態から自由にされ，神の子供の輝かしい自由を得るという希望です*。

または，「得るからです」。


^  （イザ 9:6， 7） 私たちのために子が生まれた。 私たちに男子が与えられた。 彼は肩に統治の責任を負い， 素晴らしい助言者，力強い神，永遠の父，平和の統治者と*呼ばれる。  7 彼の統治*は限りなく栄え， 平和がいつまでも続く。 彼はダビデの王座につき， 王国によって統治する。 その王国は公正と正義によって確立され， 今もこれからもずっと存続する。 大軍を率いる熱心な神エホバがそうならせる。

または，「という名で」。
または，「政府」。


^  （ヘブ 6:18， 19） この2つの不変の事柄*に関して，神は偽ることができません。神のもとに逃れてきた私たちは，その2つの事柄によって大きな励みを得，自分たちの前に置かれた希望をしっかり持ち続けることができます。 19 この希望は，私たちの命のためのいかりであり，確かで揺らぐことがなく，私たちを幕*の向こう側に導き入れます。

神の約束と誓いのこと。
用語集参照。


^  （ヘブ 11:6） 信仰がなければ，神に喜ばれることはありません。神に近づく人は，神が存在し，熱心に仕えようと努める人たちに報いてくださる，ということを信じなければなりません。



^  （ロマ 8:7， 8） というのは，罪深い事柄を考え続けるなら，神の律法に従っていることにならず，そもそも従えないため，神の敵となるからです。 8 それで，罪深い欲望に従っている人は神に喜ばれません。



^  （コロ 1:21） 皆さんはかつて神から遠く離れており，神の敵でした。悪を行うことばかり考えていたからです。その皆さんと，



^  （ハバ 1:13） あなたの目はあまりにも清いので，悪を見続けることはできません。 あなたは悪を見過ごすことができません。 それなのに，不誠実な者たちを見過ごしておられるのはどうしてですか。 悪い人が自分より正しい人を締め付けているのに，どうして黙っておられるのですか。



^  （ヨハ一 2:2） イエスは私たちの罪を償う*ための犠牲です。私たちの罪だけでなく，全人類の罪のためです。

または，「私たちを神と和解させる」。


^  （ロマ 3:23-26） 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。 24 キリスト･イエスが払った贖いによって解放され，神の惜しみない親切によって正しいと認められることは，無償の贈り物なのです。 25 神はキリストを，償いのための捧げ物として差し出してくださいました。キリストの血への信仰によって神と和解できるようにしてくださったのです。神がキリストを差し出したのは，ご自分が正しかったということを示すためでした。かつて辛抱しつつ，過去に犯された罪を許していたことは，正しかったのです。 26 また，神がキリストを差し出したのは，ご自分が今この時にも正しいということを示すためでもありました。今イエスに信仰を持つ人を正しいと認めることも，正しいのです。



^  （創 15:1） こうしたことの後，アブラムは幻の中で，次のようなエホバの言葉を聞いた。「アブラム，恐れてはいけない。私はあなたの盾だ。あなたは非常に大きな報いを得る」。



^  （創 15:6） そこでアブラムはエホバに信仰を持った。神はそのことを正しいと見なした。



^  （イザ 46:10） 私は，結末を初めから， まだ行われていないことをずっと前から予告する。 『私の決定*はその通りになり， 私は自分が望むことを全て行う』と言う。

または，「目的」，「意図」。


^  （マタ 6:9） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。



^  （コロ 1:19， 20） 神は，子を全ての点で完全であるようにすることを喜びました。 20 また，子を通して他の全てのものが，天のものも地上のものもご自分と和解できるようにしました。子が苦しみの杭に掛けられて流した血により，平和な関係がもたらされるようにしたのです。



^ （エフェ 2:4， 5） しかし，憐れみ深い神は，私たちを深く愛し， 5 私たちが過ちのゆえに死んでいた時に，キリストと共に生かしてくださいました。皆さんは惜しみない親切によって救われたのです。



^  （エフェ 2:4， 5） しかし，憐れみ深い神は，私たちを深く愛し， 5 私たちが過ちのゆえに死んでいた時に，キリストと共に生かしてくださいました。皆さんは惜しみない親切によって救われたのです。



^  （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバの言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。



^  （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります。



^  （創 3:1-5） さて，エホバ神が造った野生動物の中で蛇が最も用心深かった*。蛇が女に言った。「あなたたちは庭園の全ての木の実を食べてはならない，と神が言ったのは本当ですか」。 2 女は蛇に言った。「私たちは庭園の木の実を食べてよいのです。 3 でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。 4 蛇は女に言った。「あなたたちは決して死にません。 5 その木の実を食べた日に，目が開かれ，あなたたちが神のようになって善悪を知るようになることを神は知っているのです」。

または，「利口だった」。


^  （創 3:15） そして私は，あなたと女の間，またあなたの子孫*と女の子孫*の間に敵意を置く。彼*はあなたの頭を砕き，あなたは彼のかかとに傷を負わせる*」。

直訳，「種」。
直訳，「種」。
女の子孫のこと。
または，「を砕く」。


^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。








2026年3月23-29日




18番の歌 贖いに感謝する



エホバとイエスの愛に応えてあなたには何ができますか



「キリストの愛が私たちを駆り立てる」。コリント第二 5:14




ポイント

私たちはそれぞれ，どんなふうに贖いへの感謝を表せるでしょうか。




1-2. イエスの贖いの犠牲について考えると，どんな気持ちになりますか。どうしてですか。（コリント第二 5:14，15）（挿絵も参照。）


あなたの答え



あなたが倒壊したビルから救出されたとしたらどう感じるでしょうか。助けてくれた人にとにかく感謝したいと思うのではないでしょうか。ほかにも助かった人たちがいても，自分が助けられたことについて感謝を表したいと思うはずです。命が救われたことを当たり前のことだとは思わないでしょう。

2 前の記事で考えたように，私たちは受け継いだ罪から自力で抜け出すことはできません。でもイエスの贖いの犠牲のおかげで，（1）犯した罪を許され，（2）罪深い状態から抜け出せるという希望が持て，（3）神と和解できます。その結果，新しい世界で永遠に生きるという見込みを持てるようになりました。イエスが命を犠牲にしたのはどうしてでしょうか。人間を深く愛しているからです。しかも，地球に来るずっと前から愛してくれています。（格 8:30，31）パウロは「キリストの愛が私たちを駆り立てる」と書きました。（コリント第二 5:14，15を読む。）イエスの愛について考えると，贖いによって救ってくれたことに感謝を表したい，という気持ちになります。



[image: 1つ前の記事で，倒壊したビルに閉じ込められていた男性が，がれきの中から消防隊員に救出されている。]

受け継いだ罪から救い出された私たちは，倒壊したビルから救出された人のように，救ってもらったことに感謝したいと思うはず。（1-2節を参照）







 3. 贖いへの感謝の表し方が人によって違うのはどうしてですか。


あなたの答え



3 贖いへの感謝の気持ちをあなたはどのように表したいと思いますか。感謝の表し方は人によって違うかもしれません。例えで考えてみましょう。別々の場所にいる3人の人が同じ目的地を目指して旅行するとしましょう。一人一人出発点が違うので，当然，目的地に向かうルートも違うはずです。同じように，贖いに対する感謝を表すという目的地に向かうルートも人によって違うでしょう。エホバとの友情を育てる上で，自分がどんな立ち位置にいるかで変わってきます。それでこの記事では，（1）聖書レッスン生，（2）バプテスマを受けたクリスチャン，（3）エホバの家族から離れてしまっている人たちがどのように感謝を表せるかを考えます。

聖書レッスン生

 4. 聖書を学んでいる人のことを，エホバはどんなふうに思っていますか。


あなたの答え



4 あなたが良い知らせを聞いて聖書を学んでいるのであれば，それはエホバが引き寄せてくれている証拠です。（ヨハ 6:44。使徒 13:48）「心を調べる」エホバは，あなたがエホバについて知ろうと頑張っていることや，エホバの基準に合わせて自分を変えているのを見てうれしく思っています。（格 17:3; 27:11）エホバとの友情を育めるのは，贖いがあるからです。（ロマ 5:10，11）それを当たり前のことと考えないようにしましょう。

 5. 聖書を学んでいる人は，どのようにフィリピ 3章16節のアドバイスに従えますか。


あなたの答え



5 今聖書を学んでいる人は，贖いへの感謝をどのように表せますか。パウロはこう勧めています。「私たちはこれまで進歩してきたのですから，この同じ道をきちんと歩んでいきましょう」。（フィリ 3:16）このアドバイスに従って，たとえ問題があっても聖書を学び続け，命の道を進んでいくことが大切です。（マタ 7:14。ルカ 9:62）

 6. 聖書を学んでいて壁にぶつかったと感じるとき，どうしたらいいですか。（申命記 30:11-14）（写真も参照。）


あなたの答え



6 最近学んだ教えの中でなかなか納得できないものがありますか。もしそうなら，その教えについて調査しましょう。もっとよく理解できるよう，エホバに祈ることも大切です。（詩 86:11）それでもよく理解できないときは，いったんそれを脇に置き，レッスンを続けてみましょう。では，聖書が良くないと言っているのにやめられないことがある場合はどうですか。私たちにできないことをエホバは決して求めたりしない，ということを思い出しましょう。あなたもエホバが喜ぶ生き方ができます。（申命記 30:11-14を読む。）エホバが必ず助けてくれます。（イザ 41:10，13。コリ一 10:13）それで，諦めないでください。乗り越えないといけない問題がどれほど大変かばかり考えるのではなく，エホバが自分のためにどれほどたくさん良いことをしてくれたかを考えるようにしましょう。エホバはあなたのためにイエスを贖いとして与えてくれました。エホバへの感謝の気持ちが深まると，エホバをもっと愛するようになり，「神のおきては重荷では」なくなります。（ヨハ一 5:3）*



[image: 男性が「いつまでも幸せに暮らせます」の書籍のレッスン40を読んでいる。机にはたばこの箱が置かれていて，灰皿には吸い殻がたまっている。]

エホバは私たちにできないことを求めたりしない。エホバに喜ばれる生き方ができるように必ず助けてくれる。（6節を参照）







 7. クリスチャンの親に育てられている若い人は，どんなことをじっくり考えるといいですか。


あなたの答え



7 クリスチャンの親に育てられている若い人も，聖書レッスン生といえます。親にとっては一番大切な聖書レッスン生です。聖書にはこうあります。「神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます」。（ヤコ 4:8。代一 28:9）エホバに近づこうと一歩踏み出せば，エホバもそれに応えて近づいてくれます。エホバはあなたのことを，ただエホバの証人の親とセットとして見ているのではありません。あなた個人に注目しています。友達になりたいと思って引き寄せてくれました。エホバと友達になれるのは，贖いのおかげです。そのことを決して忘れないようにしましょう。（ロマ 5:1，2）今年の記念式に出席する前に，イエスの死が自分にとってどれほど大切なものか，じっくり考えてみるのはどうですか。そうやってエホバへの感謝の気持ちを深めましょう。エホバのために自分にも何かできると思えるようになってくるでしょう。*

バプテスマを受けたクリスチャン

 8. バプテスマを受けたクリスチャンは，贖いへの感謝をどのように表してきましたか。


あなたの答え



8 あなたがバプテスマを受けたクリスチャンであれば，贖いへの感謝をいろんな形で表してきたはずです。例えば，エホバに喜ばれるために生き方を変えました。イエスに言われた通り，人々を弟子とするために良い知らせを伝えています。エホバに献身し，バプテスマを受けました。エホバへの信仰を貫こうとして反対に遭ったかもしれません。（テモ二 3:12）そういう中でも信仰を捨てずに頑張ってきたのは，あなたがエホバを愛し，イエスの贖いに感謝しているからです。（ヘブ 12:2，3）

 9. バプテスマを受けた後も，どんなことに気を付けないといけませんか。


あなたの答え



9 でも，気を付けないといけないことがあります。贖いのありがたみをだんだん忘れてしまうということです。そんなことがあるのでしょうか。1世紀のエフェソスのクリスチャンは，よく忍耐していたのでイエスから褒められました。でも，こうも言われました。「とがめるべき点があります。あなたが，初めの頃に抱いていた愛を失ったことです」。（啓 2:3，4）私たちにもそういう危険があります。最初の頃はエホバへの愛の気持ちから祈り，集会に行き，伝道に参加していても，いつの間にか，それがただの習慣になってしまうことがあります。では，どうすれば熱い愛をもう一度呼び覚ませるでしょうか。

10. どうしたらクリスチャンの活動について「よく考え」，「打ち込」むことができますか。（テモテ第一 4:13，15）


あなたの答え



10 パウロはテモテに，クリスチャンの活動について「よく考え」，「打ち込みなさい」と言いました。（テモテ第一 4:13，15を読む。）私たちも，どうすればもっと心を込めてエホバを崇拝できるか考えてみましょう。「聖なる力によって熱意に燃え」ているために何ができるでしょうか。（ロマ 12:11。注釈「聖なる力によって熱意に燃えましょう」の項目を参照。）例えば，集会にもっと集中できるようにしっかり準備して参加します。また，自分で聖書を勉強する時間をもっと充実させるために，静かな環境でじっくり考えながら学びます。そのようにすれば，まきをくべるかのように，贖いなどエホバが与えてくれたものへの感謝の気持ちを燃え上がらせることができます。また，記念式の前の時期，エホバの証人だからこそ味わえている幸せを改めて考えてみるのはどうでしょうか。きっと，贖いのおかげでエホバとの絆を持てることに感謝せずにはいられなくなります。

11-12. やる気が湧いてこないということは，聖なる力をもらえていないということですか。（写真も参照。）


あなたの答え



11 以前ほど熱い気持ちでクリスチャンの活動に参加できていない，と思うことがあるかもしれません。でも，自分は聖なる力をもらえていないと考えて，がっかりしないでください。パウロは伝道することについて，コリントの兄弟姉妹にこう言いました。「たとえ自分の意志に反して果たすとしても，管理人としての責任があることに変わりはありません」。（コリ一 9:17）どういう意味でしょうか。

12 パウロにも，伝道する意欲が湧いてこない時がありました。それでも伝道を続ける決意でいました。私たちもパウロのように，気持ちが乗らないとしても正しいことを行う決意でいましょう。「行動するための意欲と力」をエホバに求めてください。（フィリ 2:13）エホバとの絆を強くするための活動を続けてください。そのようにしていれば，気持ちはやがて付いてきます。心の中にあるエホバへの愛が再び燃え上がるのを感じるでしょう。



[image: 暗い表情をした姉妹がベビーカーで赤ちゃんを連れて伝道している。隣には，肩にそっと触れる姉妹がいる。]

やる気が湧いてこないときも，エホバとの絆を強くするための活動を続ける。（11-12節を参照）







13. 「クリスチャンの信条の通りに生きているかどうか」，どうすれば確かめられますか。


あなたの答え



13 時々，自分自身を見つめてみましょう。コリント第二 13章5節にはこうあります。「自分がクリスチャンの信条の通りに生きているかどうか，いつも確かめてください。自分がどんな人かをいつも調べてください」。時々こう問い掛けてみましょう。「エホバへの奉仕を何よりも大切にしているだろうか」。（マタ 6:33）「気分転換に見たり聞いたりするものはどうだろう。悪いことを心から嫌っているだろうか」。（詩 97:10）「会衆の和やかな雰囲気に貢献しているだろうか」。（エフェ 4:2，3）記念式の時期は自分を見つめるいい機会になります。エホバが贖いを与えてくれたことを思い出せるので，自分のためではなくイエスのために生きているかどうか考えさせられます。*

エホバの家族から離れてしまっている人たち

14. どういう理由でエホバの家族から離れてしまっている人がいますか。


あなたの答え



14 バプテスマを受けてしばらくして，あるいは何年もエホバに仕えていたのにエホバの家族から離れてしまったクリスチャンもいます。「生活上の心配事」でいっぱいいっぱいなのかもしれません。（ルカ 21:34）兄弟姉妹に言われたことやされたことに傷ついたのかもしれません。（ヤコ 3:2）大きな過ちを犯したのに，助けを求めることをためらっているのかもしれません。どんな理由であっても，エホバの家族から離れてしまっている人はどうすればいいでしょうか。贖いについてよく考えると，一歩踏み出す勇気が湧いてきます。

15. エホバは，離れてしまっている人のことをぜひ助けたいと思っています。そう言えるのはどうしてですか。（エゼキエル 34:11，12，16）


あなたの答え



15 エホバはそういう人たちのことをどう思っているのでしょうか。見限ったり忘れたりするどころか，何とかして捜し出し，世話し，戻れるよう助けたいと思っています。（エゼキエル 34:11，12，16を読む。）今まさに，エホバはあなたのことを助けようとしています。あなたが今この記事を読んでいるということ自体，エホバを思っている証拠です。以前，あなたの心を見て引き寄せてくれたエホバは，今もあなたの手を引いて家族の所に戻れるようにしてくれているのではないでしょうか。

16. エホバのもとに帰るためにどんなことができますか。（写真も参照。）


あなたの答え



16 「エホバのもとに帰ってきてください」の冊子には，こんな温かい言葉が書かれています。「安心してください。エホバは，帰ってくるあなたを迎えてくださいます。そして，心配事に対処できるよう，心の傷が癒やされるよう，また良心に責められることがなくなって穏やかな気持ちになれるよう，助けてくださいます。きっと仲間の兄弟姉妹と一緒にもう一度エホバに仕えていこうという意欲が湧いてくるでしょう」。長老たちはあなたが戻ってこられるよう，何でもしたいと思っています。「風から逃れるための場所，暴風雨から避難するための場所」になってくれます。（イザ 32:2）エホバがあなたのためにイエスを贖いとして与えてくれたことを思い，こう考えてみてください。「エホバのもとに帰るために何ができるだろうか」。（イザ 1:18。ペテ一 2:25）できることはいろいろあります。王国会館の集会に行けるでしょうか。エホバとの絆をまた強くするために長老に助けてもらえますか。聖書レッスンをしてもらえるでしょうか。あなたが贖いに感謝してそんなふうに頑張るなら，エホバはその姿を見て感動し，必ず助けてくれます。



[image: 年配の男性が聖書を手に王国会館のそばまで来ている。そして，集会に来る仲間を温かく迎えている兄弟姉妹の様子を眺めている。]

「エホバのもとに帰るために何ができるだろうか」と考えましょう。（16節を参照）







あなたには何ができますか

17-18. 記念式に向けて，どんなふうに心を整えられますか。


あなたの答え



17 イエスによると，エホバが贖いを与えたのは，「独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるように」するためです。（ヨハ 3:16）贖いのおかげで，私たちは罪と死から救われます。そのことへの感謝を決して忘れたくありません。（ロマ 3:23，24。コリ二 6:1）記念式を控えた今の時期，エホバとイエスの深い愛についてよく考えるようにしましょう。そうすると感謝の気持ちでいっぱいになり，何とかしてその感謝を表したくなります。

18 あなたはどんなふうに感謝を表したいですか。もちろん，感謝の表し方は人によっていろいろです。世界中の兄弟姉妹が，「自分のために生きるのではなく，自分のために死ん[だ]方のために生き」ようとしています。あなたも同じ思いで頑張るなら，エホバはそれを見て心を熱くし，いつまでも友でいてくれます。（コリ二 5:15）



どんなふうに贖いへの感謝を表せますか


	  聖書レッスン生


あなたの答え
 




	  バプテスマを受けたクリスチャン


あなたの答え
 




	  エホバの家族から離れてしまっている人たち


あなたの答え
 











14番の歌 地球を治める新しい王をたたえる



^  聖書を学んでいる人は「いつまでも幸せに暮らせます」の本の各レッスンの最後にある「次のステップ」に取り組んでみましょう。そうするならステップアップしていけます。


^  エホバに喜んでもらうためにさらに何ができるかについては，「ものみの塔」2017年12月号の「若い皆さん 『自分の救いを達成してゆきなさい』」という記事を見てください。


^  感謝の気持ちを忘れないために何ができるかについては，「ものみの塔」1995年6月15日号の「あなたはどのような動機で神に仕えていますか」という記事を見てください。






^ （コリ二 5:14） キリストの愛が私たちを駆り立てるのです。私たちは次のように考えているからです。1人の人が全ての人のために死にました。ということは，全ての人は死んでいたのです。



^ （コリ二 5:14， 15） キリストの愛が私たちを駆り立てるのです。私たちは次のように考えているからです。1人の人が全ての人のために死にました。ということは，全ての人は死んでいたのです。 15 その方が全ての人のために死んだのですから，生きている人たちはもはや自分のために生きるのではなく，自分のために死んで生き返らされた方のために生きるべきです。



^  （格 8:30， 31） その時，私は優れた働き手として神のそばにいた。 私は毎日，神が深い愛情を抱く存在で， いつも神の前で喜んだ。 31 人が住むための地球を見て喜び， 人間に深い愛情を抱いた。



^  （コリ二 5:14， 15） キリストの愛が私たちを駆り立てるのです。私たちは次のように考えているからです。1人の人が全ての人のために死にました。ということは，全ての人は死んでいたのです。 15 その方が全ての人のために死んだのですから，生きている人たちはもはや自分のために生きるのではなく，自分のために死んで生き返らされた方のために生きるべきです。



^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^  （使徒 13:48） 異国の人々はこれを聞いて喜び，エホバの言葉を賛美するようになった。そして，永遠の命を得るための正しい態度を持つ人は皆，信者となった。



^  （格 17:3） るつぼは銀のため，炉は金のため， エホバは心を調べる方である。



^  （格 27:11） わが子よ，賢くあって，私の心を喜ばせよ。 私をあざける*者に私が答えるためである。

または，「に挑む」。


^  （ロマ 5:10， 11） 敵だった時に神の子の死によって神と和解したのですから，まして和解した今，神の子の命によって救われるはずなのです。 11 それだけでなく，私たちは，主イエス･キリストのおかげで，神との関係を喜んでいます。キリストを通して神と和解したからです。



^ （フィリ 3:16） いずれにしても，私たちはこれまで進歩してきたのですから，この同じ道をきちんと歩んでいきましょう。



^  （フィリ 3:16） いずれにしても，私たちはこれまで進歩してきたのですから，この同じ道をきちんと歩んでいきましょう。



^  （マタ 7:14） 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。



^  （ルカ 9:62） イエスは言った。「すきに手を掛けてから後ろのものを見る人は神の王国にふさわしい人ではありません」。



^ （申 30:11-14） 私が今日命じるこのおきては，あなたにとって難し過ぎるものでも，遠くにあるものでもありません。 12 それは天にあるわけではないので，『私たちが聞いて守れるように，誰が天に昇ってそれを取ってきてくれるのか』と言う必要はありません。 13 それは海の向こうにあるわけではないので，『私たちが聞いて守れるように，誰が海を渡ってそれを取ってきてくれるのか』と言う必要もありません。 14 その言葉はあなたのすぐ近く，あなたの口と心にあるので，それを守ることができます。



^  （詩 86:11） エホバ，あなたの道を教えてください。 私はあなたの真理に従って歩みます。 私の心を一つにして*ください，私はあなたの名を一心に畏れます。

または，「分かれていない心を私に与えて」。


^  （申 30:11-14） 私が今日命じるこのおきては，あなたにとって難し過ぎるものでも，遠くにあるものでもありません。 12 それは天にあるわけではないので，『私たちが聞いて守れるように，誰が天に昇ってそれを取ってきてくれるのか』と言う必要はありません。 13 それは海の向こうにあるわけではないので，『私たちが聞いて守れるように，誰が海を渡ってそれを取ってきてくれるのか』と言う必要もありません。 14 その言葉はあなたのすぐ近く，あなたの口と心にあるので，それを守ることができます。



^  （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^  （イザ 41:13） あなたの神である私エホバは，あなたの右手をしっかりつかみ， 『恐れてはいけない。私があなたを助ける』と言う。



^  （コリ一 10:13） 皆さんが受けてきた誘惑は，多くの人が同じように経験してきた誘惑です。神は信頼できる方で，皆さんが耐えられないほど誘惑を受けるままにはしません。出口を設けて，誘惑に耐え切れるようにしてくださいます。



^  （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^  （ヤコ 4:8） 神に近づいてください。そうすれば，神は近づいてくださいます。罪人たち，手を清めてください。優柔不断な人たち，心を清めてください。



^  （代一 28:9） そして，わが子ソロモン，あなたは父の神を知り，心を尽くして喜びの*心で神に仕えなさい。エホバは全ての心を探り，考えの傾向を全て見極める方だ。あなたが神を探し求めるなら，神を見つけられるが，神を捨てるなら，神からいつまでも退けられる。

または，「進んでする」。


^  （ロマ 5:1， 2） 従って，私たちは信仰のゆえに正しいと認められたのですから，主イエス･キリストを通して神との平和を楽しみましょう。 2 私たちはさらに，キリストを通して，信仰により，惜しみない親切を受けられるようになりました。その親切を今味わっています。神によって栄光に輝くという希望があるのですから，喜びましょう。



^  （テモ二 3:12） 神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます。



^  （ヘブ 12:2， 3） 私たちの信仰を導き，完全にしてくださる方であるイエスを一心に見つめながら走るのです。イエスは，前途にある喜びのために，恥を物ともせず苦しみの杭*に耐え，神の座の右に座りました。 3 罪人たちは自分に害を招く敵対的な言葉を語り，イエスはそれを忍耐しました。そのイエスのことをよく考えてください。そうすれば，疲れて諦めてしまうことはないでしょう。

用語集参照。


^  （啓 2:3， 4） さらに，あなたはよく忍耐しており，私の名のために辛抱してきました。疲れ果ててはいません。 4 しかし，とがめるべき点があります。あなたが，初めの頃に抱いていた愛を失ったことです。



^ （テモ一 4:13） 私がそちらに行くまで，朗読と説き勧める*ことと教えることに励んでください。

または，「励ます」。


^ （テモ一 4:15） これらのことについてよく考え*，打ち込みなさい。そうすれば，あなたの進歩は誰の目にも明らかになるでしょう。

または，「黙想し」。


^  （テモ一 4:13） 私がそちらに行くまで，朗読と説き勧める*ことと教えることに励んでください。

または，「励ます」。


^  （テモ一 4:15） これらのことについてよく考え*，打ち込みなさい。そうすれば，あなたの進歩は誰の目にも明らかになるでしょう。

または，「黙想し」。


^  （ロマ 12:11） 怠けたりせず，よく働いてください。聖なる力によって熱意に燃えましょう。エホバに一生懸命仕えてください。



^  （コリ一 9:17） その任務を進んで果たすなら，私は報いを得ます。しかし，たとえ自分の意志に反して果たすとしても，管理人としての責任があることに変わりはありません。



^  （フィリ 2:13） 神はご自分の望みを実現させるために皆さんを力づけてくださいます。行動するための意欲と力の両方を与えてくださるのです。



^  （コリ二 13:5） 自分がクリスチャンの信条の通りに生きているかどうか，いつも確かめてください。自分がどんな人かをいつも調べてください。皆さんは，イエス･キリストと結ばれていることが分かっていないのですか。もちろん，皆さんが退けられていなければのことですが。



^  （マタ 6:33） ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （詩 97:10） エホバを愛する人たち，悪を憎め。 神はご自分に尽くす*人たちの命を守っている。 その人たちを悪人の手から助け出す。

または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。


^  （エフェ 4:2， 3） いつも謙遜で温和であり，辛抱し，愛を抱いて互いに寛容であってください。 3 平和という絆で結ばれ，聖なる力による一致を保つよう真剣に努力してください。



^  （ルカ 21:34） とはいえ，食べ過ぎや飲み過ぎや生活上の心配事*で心が圧迫されないよう注意していなさい。そうでないと，その日が全く突然に訪れます。

または，「暮らしのための心配事」，「日常生活の心配」。


^  （ヤコ 3:2） 私たちは皆，何度も過ちを犯し*ます。言葉で過ちを犯さない*人がいれば，それは完全な人で，体全体を制御できます。

直訳，「つまずき」。
直訳，「つまずかない」。


^ （エゼ 34:11， 12） 主権者である主エホバはこう言う。「私はここにおり，自ら自分の羊を捜し，世話する。 12 散らされた羊を見つけて養っている羊飼いのように，私は自分の羊を世話する。雲と濃い暗闇の日に散らされた全ての場所から，羊を救い出す。



^ （エゼ 34:16） いなくなった羊を捜し，はぐれた羊を連れ戻し，けがをした羊に包帯をし，弱い羊を力づける。しかし，肥えた羊と強い羊を滅ぼし尽くす。私は彼らに処罰を食らわせる」。



^  （エゼ 34:11， 12） 主権者である主エホバはこう言う。「私はここにおり，自ら自分の羊を捜し，世話する。 12 散らされた羊を見つけて養っている羊飼いのように，私は自分の羊を世話する。雲と濃い暗闇の日に散らされた全ての場所から，羊を救い出す。



^  （エゼ 34:16） いなくなった羊を捜し，はぐれた羊を連れ戻し，けがをした羊に包帯をし，弱い羊を力づける。しかし，肥えた羊と強い羊を滅ぼし尽くす。私は彼らに処罰を食らわせる」。



^  （イザ 32:2） 彼らはおのおの，風から逃れるための場所， 暴風雨から避難するための場所， 水のない土地に流れる水， 乾き切った土地にある大岩の陰のようになる。



^  （イザ 1:18） エホバはこう言う。 「来なさい。私たちの間で物事を正そう。 あなたたちの罪は緋*のようだが， 雪のように白くされる。 紅の布のように赤いが， 羊毛のようになる。

または，「赤」。


^  （ペテ一 2:25） 皆さんはさまよう羊のようでしたが，皆さんの命を守る牧者であり監督である方のもとに帰ってきました。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （ロマ 3:23， 24） 全ての人は罪人になったので，神の栄光に達することができません。 24 キリスト･イエスが払った贖いによって解放され，神の惜しみない親切によって正しいと認められることは，無償の贈り物なのです。



^  （コリ二 6:1） さらに，神と共に働く私たちは皆さんに勧めます。神の惜しみない親切を受けながら，それを無駄にすることがないようにしてください。



^  （コリ二 5:15） その方が全ての人のために死んだのですから，生きている人たちはもはや自分のために生きるのではなく，自分のために死んで生き返らされた方のために生きるべきです。









2026年3月30日-4月5日




76番の歌 どんな気持ち？



真理を親切に伝える



「真理の神エホバ」。詩編 31:5




ポイント

真理を伝える時，どんなことを意識するといいか考えます。




 1. エホバの家族になるためには何をしなければいけませんか。


あなたの答え



兄弟姉妹と話す時，「どうやって真理を知ったんですか」と質問することがあります。「親から真理を教わりました」と言う人もいれば，「真理を学んだのは最近なんです」と答える人もいます。そういう会話をするのはどうしてでしょうか。聖書の真理が私たちの生き方に深く関わっているからです。エホバの家族になるためには，真理を愛し，真理に従って生きることが大切です。いつも本当のことを話し，正直に行動します。（詩 15:1-3）

 2. （ア）イエスは周りの人たちからどう思われていましたか。（イ）イエスが教えた真理はどんな影響を与えましたか。


あなたの答え



2 イエスはいつも真実を語りました。たとえ受けが悪いと分かっていても，真実を語る姿勢を崩しませんでした。イエスに反対する人たちもそのことを認めました。（マタ 22:16）イエスは自分が教えた真理が与える影響について，こう言ったことがあります。「[私は]分裂を生じさせるために来たのです。息子が父に，娘が母に，嫁がしゅうとめに逆らいます」。（マタ 10:35）イエスは真理を伝えることで，人々の反感を買いたかったわけではありません。現実を見据えていたのです。（マタ 23:37）自分の伝えるメッセージが世界の人たちを真っ二つに分けることを知っていました。聖書の真理を愛する人たちと愛さない人たちです。（テサ二 2:9-11）

 3. この記事ではどんなことを考えますか。


あなたの答え



3 私たちもイエスのように，いつも真実を語りたいと思います。たとえ人から良く思われないとしてもそうします。聞きたがらない人がいるとしても伝道し，聖書の真理を伝えます。それは，真理をいつどのように語るかについて考えなくていい，ということでしょうか。そうではありません。この記事ではまず，真理をどこで見つけられるのかを考えます。次に，真理をどうして，どのように，いつ語るべきなのかも考えます。そういうことが分かると，いいタイミングを見て，もっと上手に真理を伝えられるようになります。

どこで真理を見つけられるか

 4. 真理を知りたいなら，エホバについて学ぶ必要があります。どうしてですか。


あなたの答え



4 真理を知りたいなら，エホバについて学ぶ必要があります。エホバが語ることは全て真実だからです。例えば，何が正しくて何が間違っているかについてエホバが言っていることは，真実です。（詩 19:9; 119:142，151）将来について予告していることは全てその通りになります。（イザ 55:10，11）絶対に約束を破りません。（民 23:19）エホバは偽ることができません。（ヘブ 6:18）エホバは確かに「真理の神」です。（詩 31:5）

 5. 「真理の神」を見つけることが難しくないのはどうしてですか。（使徒 17:27）


あなたの答え



5 「真理の神」を見つけることは難しいと言う人もいます。でも本当はそうではありません。私たちはエホバが存在する証拠に囲まれています。（ロマ 1:20）パウロはアテネでギリシャ人の知識人たちに，神は自分を「見つけ」てほしいと思っていて，「私たち一人一人から遠く離れてはい」ない，と言いました。（使徒 17:27を読む。）エホバは真理を探し求める謙虚な人たちを引き寄せます。（ヨハ 6:44）

 6. 聖書にはどんな真理が書かれていますか。真理を知っていることに感謝できるのはどうしてですか。


あなたの答え



6 エホバを見つける1つの方法は，聖書を学ぶことです。聖書を書いた人たちは神の聖なる力に導かれていました。（ペテ二 1:20，21）それで聖書に書かれていることは全部真実で信用できます。聖書には宇宙や地球上の生命の始まりについて書かれています。（創 1:1，26）どうして人は罪を負っているのか，どうして苦しみや死があるのかも教えています。（ロマ 5:12; 6:23）「うその根源」であるサタンのせいで生じた悪いことを全部，エホバがイエスを通してなくすことも約束しています。（ヨハ 8:44。ロマ 16:20）聖書によると，イエスは将来，悪を終わらせ，亡くなった人を生き返らせ，地球をパラダイスにし，人間が完全になれるようにしてくれます。（ヨハ 11:25，26。ヨハ一 3:8）こういう聖書の記述は全て真理です。エホバが真理を教えてくれているのは本当に素晴らしいことです。そして，その真理を人に伝えられるのもうれしいことです。（マタ 28:19，20）

どうして真理を語るか

7-8. 真理を語る動機が大切だといえるのはどうしてですか。（マルコ 3:11，12）（写真も参照。）


あなたの答え



7 先ほど考えた通り，エホバの家族になるためにはいつも本当のことを語らなければいけません。とはいえ，エホバに喜んでいただくためには，どうして真理を語るのか，その動機が大切です。エホバはそこに注目しています。イエスがガリラヤ湖の近くで伝道していた時に起きた出来事を考えてみましょう。（マルコ 3:11，12を読む。）大勢の人がイエスの周りに集まってきました。すると，邪悪な天使に取りつかれた人たちがイエスの前にひれ伏して，「あなたは神の子です」と叫びます。邪悪な天使たちがイエスについて本当のことを言ったのはどうしてでしょうか。聞いていた人たちに自分たちのことを信頼してもらい，エホバから引き離そうとしていたのかもしれません。確かに，邪悪な天使たちが言ったこと自体は真理でした。でも真理を語った動機が不純でした。イエスはそれを見抜いていました。それで邪悪な天使たちに，自分について話してはならないと命じました。

8 この出来事からどんなことを学べますか。どうして真理を語るのか，その動機がエホバにとっては大切だということです。私たちはエホバを愛しているので，真理を伝えます。自分に注意を向けるのではなく，エホバがたたえられるようにします。（マタ 5:16。使徒 14:12-15と比較。）



[image: 姉妹が若い女性と聖書レッスンをしている対照的な2つの場面。1. 姉妹が聖書を机に伏せたまま，自分の話をしている。2. 姉妹が聖書を開いてレッスン生に聖句を見せている。]

真理を伝える時，誰が目立つようにしますか。（7-8節を参照）







 9. どんなことをすべきではありませんか。どうしてですか。


あなたの答え



9 自分に注意を向けてはいけないことが分かる状況をもう1つ考えてみましょう。あなたが，責任を委ねられている兄弟から何か秘密の情報を知らされたとします。でもあなたはその情報をほかの人に伝えます。それを聞いた人は後になってその情報が本当だったことを知ります。それで，あなたがきっとほかにも秘密の情報をたくさん知っている特別な人だと思うかもしれません。でもエホバはそうは思っていません。（格 11:13）なぜでしょうか。情報の内容が真実だったとしても秘密を漏らしてしまい，しかも良くない動機でそうしたからです。

どのように真理を語るか

10. 「快い言葉」とはどんな言葉ですか。（コロサイ 4:6）


あなたの答え



10 コロサイ 4:6を読む。パウロはコロサイのクリスチャンに「快い言葉」を語るように勧めました。どういう意味でしょうか。ここで使われているギリシャ語は，聞く人のためになるだけでなく，親切で魅力的な言葉を指しています。

11-12. 真理を教える時，伝え方に気を配るのが大切なのはどうしてですか。（写真も参照。）


あなたの答え



11 真理を人に教える時，親切な伝え方を心掛けるのは大切です。聖書の真理は，人の外面と内面を分けることのできる鋭い剣に例えられています。つまり，人の心の中にある本当の気持ちや動機を明らかにします。（ヘブ 4:12）でも，聖書を上手に使わないなら，相手を怒らせてしまうかもしれません。

12 こういう場面を考えてみてください。伝道で会ったある男性はいつも像に向かって祈りを捧げ，家族でクリスマスとイースターを祝っています。私たちは聖書を使って，命のない像に祈るのは無意味だということや，クリスマスもイースターもキリスト教とは無縁だということを説明できるかもしれません。（イザ 44:14-20。コリ二 6:14-17）でも，出会った最初の日からそういうことを話すなら，聖書の真理を語ってはいても，聖書を上手に使っているとはいえません。



[image: 夫婦が男性に伝道している対照的な2つの場面。家の中にはクリスマスツリーが置かれている。1. 夫婦が男性にjw.orgの「聖書はクリスマスについて何と述べていますか」の記事を見せている。男性は腕組みして険しい表情をしている。2. 夫婦が男性にjw.orgの「良いパパになるには」の記事を見せている。男性は笑顔を浮かべて聞いている。]

どのように真理を上手に教えることができますか。（11-12節を参照）*







13. 塩で味付けされた言葉を語るにはどうしたらいいですか。


あなたの答え



13 パウロは，塩で味付けされた言葉を語るように，とも言いました。それは真理をゆがめたり隠したりしてもよい，という意味ではありません。ここでパウロは，相手に合わせて話し方を調整し，真理の味を引き立てることを勧めていました。（ヨブ 12:11）そうするのは簡単ではないことがあります。実際の食べ物の場合，自分がおいしいと思うものは，ほかの人もおいしく感じるだろうと思いがちです。同じように，私たちは，自分は誰にとっても感じのいい話し方をしていると思うかもしれません。でも，実はそうではありません。例えば，ある文化圏では，年上の人にも自分の意見をはっきり言う傾向があるかもしれません。でも，別の文化圏ではそういう話し方は失礼だと考えられています。パウロは，「誰に対してもどのように答えるべきか」を知るようにと勧めました。自分の好みや文化的な背景ではなく，聞く人の好みに合わせた話し方をするということです。

いつ真理を語るか

14. イエスが弟子たちに自分が知っていることを全部教えなかったのはどうしてですか。


あなたの答え



14 イエスはいつも弟子たちに優しい話し方をし，たくさんのことを親切に教えました。（マル 6:34）もちろん，弟子たちが知らなければいけないことはまだまだありました。でもイエスは全部を教えようとはしませんでした。弟子たちを思いやったからです。幾つかの真理については，まだ教えるタイミングではないということを知っていました。教えたとしてもまだ理解できないだろう，と言ったこともあります。（ヨハ 16:12）このことから何を学べるでしょうか。

15. 聖書レッスン生に私たちが知っていることを全てすぐに伝えるべきでしょうか。（格言 25:11）（写真も参照。）


あなたの答え



15 イエスの手本から分かるように，真理を知っているからといって，自分の知っていることを一度に全部伝えなければいけないわけではありません。イエスのように相手を思いやることが大切です。家族でクリスマスやイースターを祝っている男性のことをもう一度考えてみましょう。どちらの行事も異教に起源があり，エホバに喜ばれないことを私たちは知っています。でも，その男性との聖書レッスンが始まったのがクリスマスの1，2週間前だとしたらどうでしょうか。異教の行事について聖書が何と言っているかを説明し，クリスマスを祝うのはやめた方がいいと伝えるのは，思いやりのあることでしょうか。確かに，聖書から学んだことを全部すぐに実行しようとする人もいます。でも，考え方や行動を変えるのに時間がかかる人もいます。聖書レッスン生が成長していくには，ちょうどいいタイミングでアドバイスをしてあげることが大切です。（格言 25:11を読む。）



[image: 同じ夫婦が「いつまでも幸せに暮らせます」の冊子を使って男性と聖書レッスンをしている。そばにはクリスマスツリーが飾られている。]

いつ真理を伝えるか，どれくらい伝えるかについて，イエスを手本にする。（15節を参照）







16. 聖書レッスン生が「真理に従って歩み続け」られるよう，私たちにはどんなことができますか。


あなたの答え



16 エホバについての真理を人に伝えられることほど，うれしいことはありません。聖書を学んでいる人が「真理に従って歩み続け」られるよう助けるために，どんなことができるでしょうか。（ヨハ三 3，4）自分自身が良い手本になるようにします。聖書に書かれている約束を心から信じていることが表れた生き方をします。純粋な気持ちで真理を語ります。優しく親切な言葉を選んで，良いタイミングで真理を教えます。自分ではなく，エホバがたたえられるようにします。そうすれば，私たちは確かに真理の神エホバに仕えていることになります。



次の聖句からどんなことを学びましたか


	  使徒 17:27


あなたの答え
 




	  コロサイ 4:6


あなたの答え
 




	  格言 25:11


あなたの答え
 











160番の歌 良い知らせ！



^  写真や挿絵: 1枚目の写真では，兄弟が家の中のクリスマスツリーに気付いて，クリスマスの起源について書かれた記事を見せている。2枚目の写真では，父親へのアドバイスが書かれた記事を見せている。相手が受け入れやすいのはどちらだろうか。






^ （詩 31:5） 私は命*をあなたの手に託す。 真理の*神エホバ，あなたは私を救って*くださった。

または，「生命力」。
または，「信頼できる」。
直訳，「買い戻して」。


^  （詩 15:1-3） エホバ，あなたの天幕にとどまる*のは誰ですか。 あなたの聖なる山に住むのは誰ですか。  2 非難されるところがなく*， 正しいことを行い， 心に真実を語る人。  3 中傷せず， 周りの人に何も悪いことをせず， 友をけなさない*人。

または，「でもてなされる」。
または，「忠誠を尽くし」。
または，「辱めない」。


^  （マタ 22:16） そして，自分たちの弟子をヘロデ党の人たちと一緒に遣わして，こう言わせた。「先生，私たちは，あなたが真実を話す方で，真理に沿って神の道を教えることを知っています。あなたは誰の顔色もうかがったりしません。人の外見を見ないからです。



^  （マタ 10:35） 分裂を生じさせるために来たのです。息子が父に，娘が母に，嫁がしゅうとめに逆らいます。



^  （マタ 23:37） エルサレム，エルサレム，預言者たちを殺し，遣わされた人々を石打ちにする者よ，私はめんどりが翼の下にひなを集めるようにあなた方を集めたいと何度思ったことでしょう。しかし，あなた方はそれを望みませんでした。



^  （テサ二 2:9-11） 不法の者が存在するようになるのは，サタンの働きによります。不法の者はサタンの力によって，あらゆる強力な行い，偽りの奇跡*，不思議なことを見せ， 10 あらゆる不正な手段を用いて，滅びに向かう人々を欺きます。その人々が滅びるのは当然の報いです。救いをもたらす真理を愛そうとしなかったからです。 11 そのため神は，彼らが欺きの影響を受けて偽りを信じるままにします。

直訳，「しるし」。


^  （詩 19:9） エホバへの畏れは純粋で，永遠に続く。 エホバの裁きは真実で，全く正しい。



^  （詩 119:142） あなたの正義は永遠の正義。 あなたの律法は真実。



^  （詩 119:151） エホバ，あなたは近くにいてくださる。 あなたのおきては全て真実。



^  （イザ 55:10， 11） 雨や雪は天から降り注ぎ，地を潤し，芽を出させて作物を生じさせ， 種をまく人に種を与え，食べる人にパンを与える。 それまでは天に戻らない。同じように， 11 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^  （民 23:19） 神は，偽りを語る人間のようではなく， 考えを変える*人のようでもない。 神は何かを言ったら，それを行うのではないか。 語ったら，それを実行するのではないか。

または，「後悔する」。


^  （ヘブ 6:18） この2つの不変の事柄*に関して，神は偽ることができません。神のもとに逃れてきた私たちは，その2つの事柄によって大きな励みを得，自分たちの前に置かれた希望をしっかり持ち続けることができます。

神の約束と誓いのこと。


^  （詩 31:5） 私は命*をあなたの手に託す。 真理の*神エホバ，あなたは私を救って*くださった。

または，「生命力」。
または，「信頼できる」。
直訳，「買い戻して」。


^ （使徒 17:27） 人々が神を知ろうとするため，神を探し求めて本当に見つけるためです。実のところ神は，私たち一人一人から遠く離れてはいません。



^  （ロマ 1:20） 神の見えない性質は，世界の創造以来明らかです。造られた物を見れば，神が永遠に力を持っていて，確かに神であるということが分かります。ですから，彼らは言い訳ができません。



^  （使徒 17:27） 人々が神を知ろうとするため，神を探し求めて本当に見つけるためです。実のところ神は，私たち一人一人から遠く離れてはいません。



^  （ヨハ 6:44） 私を遣わした父が引き寄せてくださらない限り，誰も私のもとに来ることはできません。私はその人を終わりの日に復活させます。



^  （ペテ二 1:20， 21） すでにご存じの通り，聖書の預言はどれも個人的な解釈に基づいてはいません。 21 どの預言も，人間の考えによって語られたのではありません。人が聖なる力*に導かれて*，神からの言葉を語ったのです。

用語集参照。
直訳，「運ばれて」。


^  （創 1:1） 初めに，神は天と地を創造した。



^  （創 1:26） 神は言った。「私たちに似た者として人を造ろう。そして人に，海の魚，空を飛ぶ生き物，家畜，地面を動くあらゆる生き物を治めさせ，地球を世話させよう」。



^  （ロマ 5:12） このような訳で，1人の人によって人類に罪が入り，罪によって死が入り，こうして，全ての人が罪人になったために，死が全ての人に広がったように―。



^  （ロマ 6:23） 罪の代償は死ですが，神が与える贈り物は，私たちの主であるキリスト･イエスによる永遠の命なのです。



^  （ヨハ 8:44） あなた方は，あなた方の父，悪魔から出ていて，自分たちの父が欲することを行おうとしています。その者はその始まりから人殺しで，真理から離れました。真理を好まないからです。彼にとって，うそを語るのは自然なことです。うそつきで，うその根源*だからです。

直訳，「父」。


^  （ロマ 16:20） 平和を与える神により，間もなくサタンは皆さんの足の下で砕かれます。私たちの主イエスの惜しみない親切が皆さんに示されますように。



^  （ヨハ 11:25， 26） イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。 26 そして，生きていて私に信仰を抱く人は皆，決して死ぬことがありません。このことを信じますか」。



^  （ヨハ一 3:8） 罪を犯し続ける人は悪魔から出ています。悪魔は初めから罪を犯してきたからです。神の子が現れたのは，悪魔の行いを終わらせる*ためです。

または，「滅ぼす」。


^  （マタ 28:19， 20） それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^ （マル 3:11， 12） 邪悪な天使たちでさえ，イエスを見るたびに，ひれ伏して「あなたは神の子です」と叫ぶのだった。 12 しかしイエスは，そのことを誰にも話さないようにと何度も厳重に命じた。



^  （マル 3:11， 12） 邪悪な天使たちでさえ，イエスを見るたびに，ひれ伏して「あなたは神の子です」と叫ぶのだった。 12 しかしイエスは，そのことを誰にも話さないようにと何度も厳重に命じた。



^  （マタ 5:16） 同じように，あなたたちの光を人々の前に輝かせなさい。そうすれば，人々はあなたたちの立派な行動を見て，天にいる父をたたえるでしょう。



^  （使徒 14:12-15） そして，バルナバをゼウス，パウロをヘルメスと呼び始めた。パウロがほとんど話していたからである。 13 また，町の入り口にあるゼウスの神殿*の祭司は，数頭の雄牛と花輪を門の所に持ってきて，群衆と一緒に犠牲を捧げようとした。 14 しかし，使徒のバルナバとパウロはそのことを聞くと，衣服を引き裂いて群衆の中に飛び込んでいき，こう叫んだ。 15 「皆さん，なぜこんなことをするのですか。私たちも，皆さんと同じ弱さを持つ人間です。そして，皆さんに良い知らせを伝えているのは，皆さんがこうした無駄なことをやめて，生きている神を崇拝するためです。神は天と地と海とその中の全ての物を造りました。

または，「町のすぐ外にあるゼウスの神殿」。直訳，「町の前にいる者ゼウス」。


^  （格 11:13） 中傷する人は内密のことを漏らして回り， 信頼できる人は秘密を守る。



^ （コロ 4:6） 塩で味付けされた快い言葉を語るように心掛けましょう。そうすれば，誰に対してもどのように答えるべきかが分かります。



^  （コロ 4:6） 塩で味付けされた快い言葉を語るように心掛けましょう。そうすれば，誰に対してもどのように答えるべきかが分かります。



^  （ヘブ 4:12） 神の言葉は生きていて，力を及ぼし，どんな両刃の剣よりも鋭く，人の外面*と内面*，骨*と骨髄を分けるほど深く刺し通して，心の中にある考えや願いを明らかにすることができます。

ギリシャ語，プシュケー。用語集参照。
ギリシャ語，プネウマ。用語集参照。
直訳，「関節」。


^  （イザ 44:14-20） 杉を切り倒す仕事をしている人がいる。 彼はある種の木，巨木*を選び， 森の木々の中で大きく育つようにする。 また，月桂樹を植え，雨がそれを成長させる。 15 木は火にくべる燃料となる。 人はその一部を使って暖を取る。 火をたき，パンを焼く。 それだけでなく，神を作って崇拝する。 彫刻像を作り上げ，その前でひれ伏す。 16 木の半分を火の中で燃やす。 それで肉をあぶり，食べて満足する。 また，暖を取ってこう言う。 「ああ，火を見ていたら温まった」。 17 そして，残りの木で彫刻像を作り，自分の神とする。 それにひれ伏し，崇拝し， それに向かって祈ってこう言う。 「救ってください。あなたは私の神です」。 18 彼らは何も知らず，何も理解していない。 目が閉ざされていて見えず， 心に洞察力がないからである。 19 誰も心の中で思い巡らすことをせず， 知識も理解力もないので，こう言うことはない。 「私は木の半分を火の中で燃やし， その炭火でパンを焼き，肉をあぶって食べた。 そうであれば，残りの木で忌まわしい物を作るべきだろうか。 木の切れ端*を崇拝すべきだろうか」。 20 彼は灰を食べている。 自身の欺かれた心によって惑わされた。 自分を救うことができず， 「私の右手にあるものは偽りではないか」と言うこともない。

ブナ科の木と思われる。
または，「乾いた木片」。


^  （コリ二 6:14-17） クリスチャンではない人と結び付いてはなりません。それは不釣り合いな関係です。正しいことと不法にいったいどんな関わりがあるでしょうか。光と闇にどんな共通点があるでしょうか。 15 キリストとベリアルの間にどんな調和があるでしょうか。クリスチャンはクリスチャンではない人と何を共有するのでしょうか。 16 神の神殿と偶像にどんな接点があるでしょうか。私たちは，生きている神の神殿です。神が言った通りです。「私は彼らの中に住み，彼らの中を歩く。そして私は彼らの神となり，彼らは私の民となる」。 17 「エホバはこう言います。『それで，彼らの中から出て，離れなさい。汚れたものに触れるのをやめなさい』。『そうすれば私はあなたたちを受け入れよう』」。



^  （ヨブ 12:11） 耳は，言葉を確かめないだろうか。 舌*が食物を味わうのと同じように。

直訳，「上顎」。


^  （マル 6:34） イエスは舟を下り，大勢の人を見て，かわいそうに思った。羊飼いのいない羊のようだったからである。そして，多くのことを教え始めた。



^  （ヨハ 16:12） あなたたちに言うべきことがまだたくさんありますが，あなたたちは今はそれを理解できません*。

または，「に耐えられません」。


^ （格 25:11） 適切な時に話される言葉は， 銀の器*の中の金のリンゴのようだ。

または，「彫り物」。


^  （格 25:11） 適切な時に話される言葉は， 銀の器*の中の金のリンゴのようだ。

または，「彫り物」。


^  （ヨハ三 3， 4） 兄弟たちが来て，あなたが真理に従っていることを知らせてくれた時，私はとてもうれしく思いました。確かにあなたは真理に従って歩んでいます。 4 私の子供たちが真理に従って歩み続けているのを聞くことほど，うれしい*ことはありません。

もしかすると，「感謝すべき」。


^ （使徒 17:27） 人々が神を知ろうとするため，神を探し求めて本当に見つけるためです。実のところ神は，私たち一人一人から遠く離れてはいません。



^ （コロ 4:6） 塩で味付けされた快い言葉を語るように心掛けましょう。そうすれば，誰に対してもどのように答えるべきかが分かります。



^ （格 25:11） 適切な時に話される言葉は， 銀の器*の中の金のリンゴのようだ。

または，「彫り物」。







やってみよう

聖書の出来事を思い描く



聖書には，大切なことが学べる歴史上の出来事がたくさん載せられています。情景を思い描いて聖書の世界に入り込むと，よく理解できて自分のためになります。どうすれば聖書をそんなふうに読めるでしょうか。

	  声に出して読む。音読すると，出来事を思い描きやすくなります。家族で聖書を読む時，登場人物ごとに読む人を変えるなら，臨場感が味わえます。



	  自分をその場に置く。登場人物の気持ちや考えていることをつかむようにしましょう。「この人はどうしてこう言ったんだろう。なんでこうしたんだろう。自分だったらどうかな」などと考えてみます。



	  絵を描く。絵にすると，出来事をよくイメージできて，記憶に残りやすくなります。絵が得意ではなくても大丈夫です。
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^ ***喜歌 97番 神の言葉によって生きる***
97番
神の言葉によって生きる
（マタイ 4:4）
1. 日々の喜びと 描く希望
つづられた全て 神の恵み
従順でいたい 生きる限り
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
2. 過去の勇気ある真の模範
紡がれた記録 神の恵み
読んで学びたい 耐え抜くため
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
3. くじけそうな時 寄り添う知恵
つづられた全て 宝のよう
小声で読みたい 生きる限り
（※ 繰り返し）
命を支える神の言葉
日々の力得る 味わうたび
（ヨシュ 1:8; ロマ 15:4も参照。）



^ ***喜歌 162番 神の導きをいつも愛する***
162番
神の導きをいつも愛する
（マタイ 5:3）
1.人は誰でも尋ねたくなる
「自分はどうして生きているの？」
すぐそこにある神の言葉が
答えを与えて心満たす
（※ 繰り返し）
今 心からエホバを讃える
その導きをいつも愛し
幸せに生きていく
2.時間を取って 神の言葉を
よく読み 考え 理解したい
他の人にも真理伝えて
希望と喜び 届けるため
（※ 繰り返し）
今 心からエホバを讃える
その導きをいつも愛し
幸せに生きていく
今 心からエホバを讃える
その導きをいつも愛し
幸せに生きていく
今 心からエホバを讃える
その導きをいつも愛し
幸せに生きていく
（詩 1:1，2; 112:1; 119:97，イザ 40:8，マタ 5:6; 16:24，テモ二 4:4も参照。）









^ ***喜歌 45番 心の黙想***
45番
心の黙想
（詩編 19:14）
1. 私の心を巡る考えを
いつでもあなたの知恵で満たしたい
心が疲れて眠れない夜も
正しい思いを抱けますように
2. 清く良いことと高潔なことを
考え続けて安らぎを得たい
あなたの貴い言葉をよく読み
深く考えて守れますように
（詩 49:3; 63:6; 139:17，23; フィリ 4:7，8; テモ一 4:15も参照。）



^ ***喜歌 34番 高潔さを捨てずに歩む***
34番
高潔さを捨てずに歩む
（詩編 26編）
1. エホバよ この私の
心の奥どうか調べ
精錬してください
あなたの目にかなうように
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
2. 真実隠す人や
争う人 友とせずに
エホバの真理愛し
命の道歩んでいく
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
3. エホバの家を愛し
この崇拝 清く保ち
あふれる感謝歌い
神の栄光 日々たたえる
（※ 繰り返し）
私は固く誓う
高潔さを捨てず歩む
（詩 25:2も参照。）









^ ***喜歌 20番 あなたは貴重な子を与えてくださった***
20番
あなたは貴重な子を与えてくださった
（ヨハネ第一 4:9）
1. 愛のエホバ 天の父よ
人を許す 贖いで
あなたの愛 学んだ時
生きる意味に光差した
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
2. 愛のエホバ 真の神よ
人を迎え 友となる
あなたの子が命懸けて
神への道 切り開いた
（※ 繰り返し）
あなたのため永遠まで
歌い続ける あふれる感謝を
（結尾）
愛のエホバ あなただけに
今日も祈る 感謝を込めて
（ヨハ 3:16; 15:13も参照。）



^ ***喜歌 19番 主の晩餐***
19番
主の晩餐
（マタイ 26:26-30）
1. 天の父を思う 神聖な夜に
父は深い愛示した 昔のこの日に
人々救うため 子を犠牲にして
命の扉を開いた 子に従う人に
2. イエスの死を思う パンとぶどう酒で
イエス 父の願い受けて 命差し出した
生涯貫いた 父への忠誠
人を罪から救い出す 命と引き換えに
3. 神の前に集う 感謝にあふれて
生きる意味が与えられた 贖いによって
神と子の犠牲を決して忘れない
開かれた命の道を神のために生きる
（ルカ 22:14-20; コリ一 11:23-26も参照。）









^ ***喜歌 18番 贖いに感謝する***
18番
贖いに感謝する
（ルカ 22:20）
1. エホバよ あなたに近づき
尊い愛に感謝します
私たちを救うために
イエスを与えてくださった
（※ 繰り返し）
こんな素晴らしい贈り物はない
決して忘れない この感謝を
2. 命の希望 持てるよう
イエスは深い愛を示し
私たちを救うために
貴重な命を差し出した
（※ 繰り返し）
こんな素晴らしい贈り物はない
決して忘れない この感謝を
（ヘブ 9:13，14; ペテ一 1:18，19も参照。）



^ ***新世ス ローマ 12:11***
11 怠けたりせず，よく働いてください。聖なる力によって熱意に燃えましょう。エホバに一生懸命仕えてください。



^ ***喜歌 14番 地球を治める新しい王をたたえる***
14番
地球を治める新しい王をたたえる
（詩編 2:12）
1. 地球を治める王キリストは
人々集める 世界中から
王国 地球を楽園に変える
素晴らしい希望を喜び歌おう
（※ 繰り返し）
神エホバと王イエスに
賛美を捧げよう
新しい王イエス たたえていこう
2. 平和をもたらす王キリストは
救いの希望を人に与える
恐れや不安がなくなる世界で
生き返る人々 迎える時来る
（※ 繰り返し）
神エホバと王イエスに
賛美を捧げよう
新しい王イエス たたえていこう
（詩 2:6; 45:1; イザ 9:6; ヨハ 6:40も参照。）



^ ***塔研17 12月号 23–27ページ 若い皆さん 「自分の救いを達成してゆきなさい」***
若い皆さん 「自分の救いを達成してゆきなさい」
「あなた方は常に従ってきましたが，……恐れとおののきをもって自分の救いを達成してゆきなさい」。フィリ 2:12
歌: 41，89
どのように答えますか
バプテスマを受けることを恐れるべきでないのはなぜですか。
自分の救いを達成するためにはどんな努力が必要ですか。
エホバに献身することは，なぜ素晴らしいことだと思いますか。
毎年，大勢の聖書研究生がバプテスマを受けています。その多くは十代の人です。十代になる前の人もいます。幼い時から聖書について教えられた人もいるでしょう。あなたもそうですか。もしあなたがバプテスマを受けたなら，とても良い選択をしたことになります。バプテスマはクリスチャンに求められていることであり，救いを得るために欠かせません。（マタ 28:19，20。ペテ一 3:21）
2 バプテスマを受けるとたくさんの祝福があります。でもバプテスマには責任も伴います。バプテスマの日，あなたは次の質問に「はい」と答えました。「あなたは，イエス･キリストの犠牲に基づいて，自分の罪を悔い改め，エホバのご意志を行なうためエホバに献身しましたか」。バプテスマは献身の象徴です。献身とは，エホバを愛し，神のご意志を他の何よりも優先させる，という厳粛な約束です。これは重大な誓いです。そのような誓いをしたことを後悔していますか。決してそのようなことはないでしょう。エホバに自分を委ね，エホバに従うことは全く正しい選択です。ほかの生き方をしていたらどうなっていたでしょうか。エホバに従わない人はサタンの支配のもとにいます。悪魔はあなたが救われることなど望んでいません。むしろ，あなたがエホバの主権を退けてサタンの側に付き，永遠の命の見込みを失うことを願っているのです。
3 献身しバプテスマを受けた人にはどんな祝福があるでしょうか。エホバに命をささげたあなたは，強い確信を持ってこう言えるはずです。「エホバはわたしの側にいてくださる。わたしは恐れない。地の人がわたしに何をなしえよう」。（詩 118:6）神の側にいて，神に是認していただけるのは本当に素晴らしいことです。
自分の責任
4 若い人の中には，携帯電話のファミリープランで親に料金を払ってもらっている人もいます。バプテスマを受けたあなたとエホバとの関係は，そのようなものではありません。親と生活していても，自分の救いには自分で責任を持たなければなりません。その点を覚えておくことはとても大切です。この先，思ってもみなかった問題にぶつかることがあるからです。例えば，小学生のころにバプテスマを受けた人は，中高生になって，今までになかった感情を抱いたり圧力を感じたりするかもしれません。ある十代の女の子はこう言います。「学校の誕生会でケーキを食べられないからといって，エホバの証人であることが嫌になったりはしません。でも，何年かたってセックスしたいという欲求が強くなると，エホバの規準に従うことがいつも自分のためになるという心からの確信が必要です」。
5 もちろん，新たな問題にぶつかるのは若い人だけではありません。大人になってからバプテスマを受けた人も，思ってもみなかった問題にぶつかり，信仰が試されることがあります。結婚や健康や仕事の問題に直面します。ですから，年齢に関係なくエホバへの強い信仰が必要です。（ヤコ 1:12-14）
6 どんな状況のもとでも信仰を保つには，献身が無条件の約束であることを覚えておく必要があります。宇宙の主権者に対して，「たとえ友達や親があなたに仕えるのをやめたとしても，わたしはあなたに仕え続けます」と約束したのです。（詩 27:10）どんな状況に置かれても，エホバの助けによって力を奮い起こし，献身にふさわしく生きることができます。（フィリピ 4:11-13を読む。）
7 エホバはあなたにご自分の友になってほしいと願っておられます。でも，神との友情を保って自分の救いを達成するためには努力が必要です。フィリピ 2章12節には，「恐れとおののきをもって自分の救いを達成してゆきなさい」とあります。それで，どうすればエホバとの友情を保ち，難しい状況のもとでも信仰を示せるかを考える必要があります。自信過剰にならないようにしましょう。神に長年仕えてきた人の中にも信仰を失った人がいます。では，救いを達成するためにどんな努力が必要でしょうか。
聖書を学ぶことが大切
8 エホバとの友情を保つには双方向のコミュニケーション，つまり聞くことと話すことが必要です。エホバの言葉を聞く主な方法は，聖書の個人研究です。個人研究には，聖書と聖書に基づく出版物を読んで黙想し，知識を得ることが含まれます。聖書の研究は頭に知識を詰め込むことではありません。試験前によくやる丸暗記のようなものでもありません。エホバの特質の新たな面を探し，発見する旅のようなものです。そのような研究をすれば，神に近づくことができ，神もあなたに近づいてくださいます。（ヤコ 4:8）
9 エホバの組織は，充実した研究をするためのツールをたくさん用意しています。例えばjw.orgの「若い人」のセクションにある「聖書を研究しよう」を活用すれば，聖書中の出来事から教訓を学べます。jw.orgには「聖書は実際に何を教えていますか」の学習ガイドもあります。このガイドを使うと，聖書の教えに対する確信が強まり，自分の信じていることをどのように他の人に説明できるかも学べます。「目ざめよ！」2009年4月号の「若い人は尋ねる どうすれば聖書を読むのが楽しくなるだろう」の記事にも，研究に役立つアイデアが載せられています。研究と黙想は，自分の救いを達成するうえでとても大切です。（詩編 119:105を読む。）
祈りが欠かせない
10 エホバの言葉を聞くためには個人研究が必要ですが，エホバに話すにはどうしたらよいでしょうか。祈ることです。クリスチャンにとって，祈りは無意味な儀式でも幸運を呼ぶおまじないでもありません。創造者とのコミュニケーションの手段です。エホバはあなたの祈りを聞きたいと思っておられます。（フィリピ 4:6を読む。）不安や心配がある時，「あなたの重荷をエホバご自身にゆだねよ」と聖書は勧めています。（詩 55:22）あなたはこのアドバイスが役立つと思いますか。何百万人もの兄弟姉妹がそう感じています。あなたにとっても役立つはずです。
11 エホバに助けを求める時だけ祈ればよいというわけではありません。「感謝を抱いていることを示しなさい」と聖書は述べています。（コロ 3:15）時には問題で頭がいっぱいになり，いま受けているたくさんの祝福が見えなくなってしまうことがあるかもしれません。では，その日エホバに感謝できることを少なくとも3つ思い出すようにしましょう。そして，感謝の祈りをささげてください。12歳の時にバプテスマを受けた十代のアビゲイルはこう述べています。「わたしたちが宇宙で一番感謝すべき方はエホバだと思います。エホバが与えてくださったもの一つ一つについて感謝したいです。以前にとても考えさせられる言葉を聞きました。『朝目覚めた時，前の日にエホバに感謝したものしか残っていないとしたら，幾つのものが残っているでしょう。もっとたくさん感謝しておけばよかったと思うのではありませんか』」。
自分で経験することが大切
12 多くの困難から救出されたダビデ王は，次のように述べました。「あなた方はエホバが善良であることを味わい知れ。そのもとに避難する強健な人は幸いだ」。（詩 34:8）この言葉から，エホバの善良さを自分で経験することの大切さが分かります。あなたは聖書や出版物や集会を通して，他の人たちがエホバの助けをどのように経験したかを学んだことがあるでしょう。でも，エホバとの関係を強めるためには，エホバの助けを自分で経験する必要があります。あなたはこれまで，エホバの善良さをどのように味わってきましたか。
13 クリスチャンは皆，神とイエスに引き寄せられた時にエホバの善良さを味わいました。イエスはこう述べました。「わたしを遣わした方である父が引き寄せてくださらない限り，だれもわたしのもとに来ることはできません」。（ヨハ 6:44）あなたはこの言葉が自分にも当てはまると思いますか。「エホバはうちの親を引き寄せてくださったけれど，自分は親に付いて行っただけだ」と考える人がいるかもしれません。でも，あなたがエホバに献身してバプテスマを受けたということは，あなた自身が神との特別な関係を築いたということです。あなたはエホバに知られています。「人が神を愛しているなら，その人は神に知られているのです」とあるとおりです。（コリ一 8:3）エホバの組織の中にいられる特権をいつも大切にしてください。
14 自分の信じている事柄を他の人に伝える時にもエホバの善良さを味わえます。宣教の時や学校の友達に話す時，エホバは勇気を与えてくださいます。中には友達に話すのは難しいと感じる人もいます。どんな反応が返ってくるか分からないからです。一対一で話す時よりも，大勢のグループに話す時のほうが難しいかもしれません。では，どんなことが助けになるでしょうか。
15 まず，自分がなぜ信じているのかを考えてください。jw.orgにある学習ガイドを活用できます。このガイドは，自分が何を信じているか，なぜ信じているか，他の人にどのように説明できるかを考えるのに役立ちます。聖書の教えを心から確信し，良い準備ができていれば，ぜひエホバについて伝えたいと思うでしょう。（エレ 20:8，9）
16 準備をしていても，なかなか話を切り出せないことがあるかもしれません。今18歳で，13歳の時にバプテスマを受けた姉妹はこう述べています。「頭では聖書の教えが分かっていても，言葉で説明するのは難しいです」。姉妹はどうしたでしょうか。こう言います。「リラックスして話すようにしています。クラスメートは普段の生活について気軽に話します。わたしもそうします。例えば，『このあいだ聖書について近所の人に話してたら……』と話を切り出します。直接聖書の教えを話題にするわけではありませんが，近所の人に聖書について話していたということに興味を示す友達もいます。質問してくる人もいます。慣れてくると簡単に話せるようになります。話した後はとてもさわやかな気分になります」。
17 敬意や気遣いを示すと，相手も同じように接してくれます。数年前にバプテスマを受けた17歳のオリビアはこう言います。「聖書のことを話すと，変わった人と思われるのではないか心配でした」。でもオリビアは考え方を変えました。あれこれ心配するのではなく，こう考えるようにしました。「多くの若い人たちはエホバの証人について全く知らない。身近なエホバの証人はわたしぐらいかもしれない。こちらの態度によって相手の反応も変わってくる。聖書について話すのをためらったり恐れたりしたらどうだろう。話したとしても，おどおどしていたらどうだろう。みんなは，わたしがエホバの証人であることを恥ずかしく思っていると感じるのではないだろうか。自信のない様子を見て，冷たい態度を取るかもしれない。でも，普段の会話の中で，自分の信じていることを気軽に自信を持って話すようにすれば，敬意を持ってくれるのではないだろうか」。
自分の救いを達成するために努力する
18 これまで考えたとおり，自分の救いを達成するために努力することは大切な責任です。救いを達成するためには，聖書を読んで黙想し，エホバに祈り，エホバがあなたをどのように祝福してこられたかを考える必要があります。そのような努力を払うなら，エホバとの友情が素晴らしい財産であるという確信が強まるでしょう。そうした確信があれば，自分の信じていることを他の人に伝えたいと思うはずです。（詩編 73:28を読む。）
19 イエスはこう述べました。「だれでもわたしに付いて来たいと思うなら，その人は自分を捨て，自分の苦しみの杭を取り上げて，絶えずわたしのあとに従いなさい」。（マタ 16:24）献身してバプテスマを受け，イエスの弟子になることは，あなた自身の責任です。イエスの弟子になるなら，今数えきれないほどの祝福を得，神の新しい世で永遠に生きる機会が開かれます。では，これからも自分の救いを達成するために努力し続けましょう。
[脚注]
ほかの提案についてはjw.orgの「若い人は尋ねる なぜ祈るの？」という記事とワークシートを参照。
[研究用の質問]
 1. バプテスマが重要なのはなぜですか。（冒頭の写真を参照。）
 2. 献身することを恐れたり避けたりすべきでないのはなぜですか。
 3. エホバに献身する人にはどんな祝福がありますか。
4，5. （イ）献身した人にはどんな責任がありますか。（ロ）年齢に関係なくどんな問題にぶつかることがありますか。
 6. （イ）エホバに無条件で献身するとはどういうことですか。（ロ）フィリピ 4章11-13節からどんなことを学べますか。
 7. 「恐れとおののきをもって」自分の救いを達成するとはどういうことですか。
 8. 個人研究にはどんなことが含まれますか。個人研究が大切なのはなぜですか。
 9. 個人研究で活用できるどんなツールがありますか。
10. 祈りが大切なのはなぜですか。
11. エホバにいつも感謝すべきなのはなぜですか。
12，13. あなたはエホバの善良さをどのように味わってきましたか。エホバが自分をどのように助けてくださったかを考えることが大切なのはなぜですか。
14，15. 宣教を行なうなら信仰が強まります。なぜそう言えますか。
16. 話を切り出すのが難しいなら，どんなことができますか。
17. どんな考え方をすれば，他の人に自信を持って話せますか。
18. 救いを達成するためにはどんな努力が必要ですか。
19. 救いのために懸命に努力すべきなのはなぜですか。
​[25ページの図版]
エホバとの密接なコミュニケーションを取っていますか。（8-11節を参照。）
​​​​​​



^ ***塔95 6/15 13–18ページ あなたはどのような動機で神に仕えていますか***
あなたはどのような動機で神に仕えていますか
「あなたは，心をこめ，魂をこめ，思いをこめ，力をこめてあなたの神エホバを愛さねばならない」― マルコ 12:30。
自動車の真の値打ちはその外観だけでは決まりません。塗装による仕上げの良さが外見を引き立て，流れるような形の美しさが買う人の目を引き付ける場合もあります。しかし，それよりずっと重要なのは，簡単には見えない部分，つまりその車を動かすエンジンと，それを制御するための他の種々の装置です。
2 神に対するクリスチャンの奉仕についても同じことが言えます。エホバの証人は敬虔な活動に満ちあふれています。毎年，神の王国の良いたよりを宣べ伝えるために10億時間以上を費やしています。そして幾百万件もの聖書研究を司会しており，バプテスマを受ける人は数十万人に及びます。良いたよりをふれ告げておられる方でしたら，たとえわずかに思えるとしても，あなたもこれら胸の躍るような数字の一端にあずかっておられることになります。そして，『神は不義な方ではないので，あなた方のこれまでの働きと，み名に示した愛とを忘れたりはされない』という言葉を確信できます。―ヘブライ 6:10。
3 しかし，全体として見ても個人として見ても，わたしたちの奉仕の真の価値は，数字だけでは量れません。サムエルが告げられたとおり，『人は目に見えるものを見るが，エホバは心がどうかをご覧になる』のです。（サムエル第一 16:7）そうです，神から見て大切なのは，わたしたちの内面です。もちろん，業は肝要です。敬虔な専心の行為はエホバの教えを飾り，弟子となる見込みの人々を引き寄せます。（マタイ 5:14-16。テトス 2:10。ペテロ第二 3:11）しかし，わたしたちの行動はすべてを語るわけではありません。エフェソスの会衆には良い業の記録がありましたが，復活後のイエスには，その会衆について気がかりな点がありました。「わたしはあなたの行ないを知っている」と認めつつ，「とはいえ，わたしにはあなたを責めるべきことがある。それは，あなたが，最初に抱いていた愛を離れたことである」とイエスは言われました。―啓示 2:1-4。
4 一つの危険があります。時がたつうちに，神に対するわたしたちの奉仕がただ務めを果たすための儀式のようになってしまうことがあります。あるクリスチャン婦人はその点をこのように述べました。「わたしは奉仕に出かけ，集会に行き，研究し，祈ってもいました。でも，そのすべてを，何の感動もなく，ただ自動的に行なっていました」。言うまでもなく，「倒され」たり，「うちひしがれ」たりの経験を重ねながらも奮闘する神の僕たちは，称賛に値します。（コリント第二 4:9; 7:6）とはいえ，クリスチャンとしてのわたしたちのいつもの活動がただのお決まりのようになってしまうなら，いわば自分のエンジンの中をのぞいてみることが必要です。最良の車であっても，定期的な整備が必要です。同じように，クリスチャンはだれしも，定期的に自己吟味を行なわなければなりません。（コリント第二 13:5）他の人たちはわたしたちの業を見ることはできますが，何がわたしたちにその行動を促しているかを見定めることはできません。ですから，わたしたちは一人ひとり，『自分がどのような動機で神に仕えているか』という点を考えてみなければなりません。
正しい動機の障害となるもの
5 イスラエルに与えられた律法のうちどれがいちばん重要かと尋ねられた時，イエスは，外面に表われるものではなく，内面の動機を重視した次の命令を引用されました。「あなたは，心をこめ，魂をこめ，思いをこめ，力をこめてあなたの神エホバを愛さねばならない」。（マルコ 12:28-30）こうしてイエスは，神に対するわたしたちの奉仕の推進力となるべきものは何かを，つまり，それは愛であるべきことを明らかにされたのです。
6 サタンは，愛という重要な特質を培うわたしたちの能力を阻害しようと願っています。これを果たすためにサタンが用いてきた手法の一つは，家族の絆を攻撃することです。なぜでしょうか。なぜならそれは，愛についてわたしたちの最初の，そして最も永続的な印象が形成される場所だからです。サタンは，人が幼い時に学んだ事柄が成人した後にもその人の価値観として残る，という聖書の述べる原則をよく知っています。（箴言 22:6）サタンは陰険にも，わたしたちが年若い時期に抱く愛についての概念をゆがんだものにさせようと狙っています。「この事物の体制の神」として，サタンは，愛の行き渡る安らぎの場ではなく，憎しみ，憤り，ののしりの行き交う戦場のような家庭で育つ人が多くなればなるほど，自分の意図はかなえられる，とみなしています。―コリント第二 4:4。エフェソス 4:31，32; 6:4，脚注。コロサイ 3:21。
7 「あなたの家族生活を幸福なものにする」と題する本は，父親が親としての自分の役割をどのように果たすかが，『人間による権威にせよ神によるそれにせよ，権威というものに対して子供が将来どんな態度を示すかに著しく影響する』と述べています。 あるクリスチャンの男性は，厳しい父親の過酷な扱いのもとで育ちましたが，「わたしにとってエホバに服従することは容易で，エホバを愛することはずっと難しく思えます」と述懐しています。もちろん従順は大切です。神の目から見て，『従うことは犠牲に勝る』からです。（サムエル第一 15:22）しかし，単なる従順以上のものへとわたしたちを動かし，わたしたちの崇拝の原動力となる，エホバへの愛を培う点で助けになるものは何でしょうか。
「キリストの持たれる愛がわたしたちに迫る」
8 エホバに対するひたむきな愛を培う面で最も人を鼓舞するものは，イエス･キリストの贖いの犠牲に対する認識です。「わたしたちの場合，これによって神の愛が明らかにされました。すなわち，神はご自分の独り子を世に遣わし，彼によってわたしたちが命を得られるようにしてくださった」のです。（ヨハネ第一 4:9）この愛の行為についてひとたび理解し，認識するなら，それはわたしたちに愛の反応を起こさせます。「わたしたちは，[エホバ]がまずわたしたちを愛してくださったので愛するのです」― ヨハネ第一 4:19。
9 イエスは，人間のための救い主として奉仕するという割り当てを進んで受け入れました。「かの方が自分の魂をわたしたちのためになげうってくださったので，それによってわたしたちは愛を知るようになりました」。（ヨハネ第一 3:16。ヨハネ 15:13）イエスの示された自己犠牲的な愛は，わたしたちの内に感謝に根ざす反応を呼び起こさせずにはおきません。例えで説明しましょう。あなたは溺れるところをだれかに助けられたとします。そのまま家に帰り，体を乾かし，後はその事を忘れてしまうでしょうか。もちろんそうではありません。あなたを救ってくれたその人に恩を感じるはずです。つまるところ，あなたはその人に命を負っているのです。わたしたちがエホバ神とイエス･キリストに負っているものはこれに劣るでしょうか。贖いがなかったなら，わたしたちはそれぞれ皆，いわば罪と死のうちに溺れていたことでしょう。しかし今，この大いなる愛の行為のおかげで，わたしたちは楽園の地で永久に生きる見込みを得ています。―ローマ 5:12，18。ペテロ第一 2:24。
10 贖いについて黙想してください。パウロと同じように，それを自分自身のためのものとして考えてください。「実際，わたしは自分が肉にあって今生きているこの命を，神のみ子に対する信仰によって生きているのです。み子はわたしを愛し，わたしのためにご自身を渡してくださったのです」。（ガラテア 2:20）このようにして熟考することは，心からの動機と意欲を燃え立たせることでしょう。パウロはコリントの人たちにあててこう書きました。「キリストの持たれる愛がわたしたちに迫るのです。……彼がすべての人のために死んだのは，生きている者たちがもはや自分のために生きず，自分たちのために死んでよみがえらされた方のために生きるため（です）」。（コリント第二 5:14，15）「エルサレム聖書」は，キリストの愛が「わたしたちを圧倒する」と表現しています。キリストの愛について思い巡らすとき，わたしたちは内に迫るものに深く感動し，圧倒されるようにさえ感じます。それはわたしたちの心を揺るがし，行動へと動かします。J･B･フィリップスの翻訳はそれを，「わたしたちの行動をわき上がらせるもの，それはキリストの愛である」と言い換えています。これ以外のどんな動機も，わたしたちの内に永続する実りを生み出すことはありません。それはパリサイ人の例にも見られるとおりです。
『じっと見張ってパリサイ人のパン種に気を付けなさい』
11 パリサイ人は神への崇拝の精髄を全くそいでいました。神への愛を重視せず，ただ業を霊性を量る尺度として強調していました。微細な規則に執着するさまは外面的には義と思わせましたが，その内面では，「死人の骨とあらゆる汚れに満ちて」いました。―マタイ 23:27。
12 ある時イエスは同情心に動かされて，片手のすっかりなえた人を治されました。この人はどんなにか幸福感にひたったことでしょう。肉体的にも感情的にも幾多の苦痛のもととなっていたであろう病がたちどころにいえるのを経験したのです。ところが，パリサイ人はその喜びを共にしてはいませんでした。それどころか，いわば技術上の枝葉にかかわる点をとがめだてしました。イエスがそのようにして人を助けたのが安息日であった，というのです。律法に対する自分たちの微細な解釈に執着したパリサイ人は，その律法の精神を全く見失っていました。イエスが彼らの『心の無感覚さを深く憂えられた』のも当然です。（マルコ 3:1-5）さらにイエスは弟子たちに警告して，「じっと見張っていて，パリサイ人とサドカイ人のパン種に気を付けなさい」と言われました。（マタイ 16:6）彼らの行動と態度が聖書の中で暴かれているのは，わたしたちの益のためです。
13 このパリサイ人の例は，業に対する道理にかなった見方の必要性を教えています。実際のところ，業は肝要です。『業のない信仰は死んだもの』だからです。（ヤコブ 2:26）ですが，不完全な人間は，どのような人かを見るのではなく，何を行なっているかをもって人を判断する傾向があります。時には，自分自身についてさえそのようにして判断する場合もあります。わたしたちは，それが自分の霊性を示す唯一の尺度でもあるかのように，ある事柄を行なうことにただとらわれた気持ちになるかもしれません。自分の動機を吟味することの大切さを忘れてしまう場合があるのです。（コリント第二 5:12と比較してください。）融通のきかない規則主義者となり，『ぶよは濾し取りながら，らくだを呑み込み』，法の字句にこだわってその意図に背く結果となってしまうこともあり得ます。―マタイ 23:24。
14 人がエホバを本当に愛しているなら，敬虔な専心の行為はおのずとそれに伴ってくるでしょう。パリサイ人がとらえ損なったのはこの点です。人の霊性は内面からにじみ出てきます。イエスはこの面でのパリサイ人の誤った思考を厳しく糾弾して，こう言われました。「偽善者なる書士とパリサイ人たち，あなた方は災いです！ あなた方は杯と皿の外側は清めますが，その内側は強奪と節度のなさとに満ちているからです。盲目のパリサイ人よ，杯と皿の内側をまず清め，それによって外側も清くなるようにしなさい」― マタイ 23:25，26。
15 杯や皿，あるいは建物の場合でさえ，その外観はほんの一面を物語るにすぎません。イエスの弟子たちはエルサレムの神殿の美しさに畏敬の念をさえ覚えました。それでもイエスは，その内側で行なわれていた事柄のゆえに，そこを「強盗の洞くつ」と呼びました。（マルコ 11:17; 13:1）その神殿について見られたのと同様のことが，クリスチャンと唱える幾億の人々にも当てはまります。それはキリスト教世界の残してきた記録に示されるとおりです。イエスの名において「強力な業」を行なったある人々を「不法を働く者たち」として裁く，とイエスは言われました。（マタイ 7:22，23）それとははっきり対照的に，ほとんど取るに足りない額のお金を神殿に寄付したやもめについてはこう言われました。「この貧しいやもめは，宝物庫の箱にお金を入れているあの人たち全部よりたくさん入れたのです。……彼女は，その乏しい中から，自分の持つもの全部，その暮らしのもとをそっくり入れたからです」。（マルコ 12:41-44）一貫性の欠けた判断でしたか。決してそうではありません。どちらの場合にも，イエスはエホバの見方を反映しておられました。（ヨハネ 8:16）イエスは業の背後にあった動機を見，それにしたがって判断されたのです。
「各自の能力に応じて」
16 自分の動機が正しいものであれば，絶えず他の人と比較する必要はありません。例えば，宣教に費やす時間の点で他のクリスチャンと同じだけしようと，あるいは伝道の成果の面でその人に引けを取らないようにと張り合ってみたところで，ほとんど何の益もありません。イエスは，だれか他の人のではなく，あなたの心をこめ，魂をこめ，思いをこめ，力をこめてエホバを愛するように，と言われました。人の能力，持久力，境遇はそれぞれ異なっています。状況が許すなら，あなたは愛に動機づけられて宣教に多くの時間を費やし，全時間の開拓奉仕者とさえなることでしょう。一方，もし何かの病気と闘っておられるなら，宣教にあてることのできる時間は，ご自分で望むより少ないかもしれません。だからといって失意しないでください。神への忠実さは時間では量られません。純粋な動機を抱いているなら，喜びの理由を見つけられるはずです。パウロはこう書きました。「各人は自分の業がどんなものかを吟味すべきです。そうすれば，他の人と比べてではなく，ただ自分自身に関して歓喜する理由を持つことになるでしょう」― ガラテア 6:4。
17 マタイ 25章14節から30節に記されている，イエスのタラントのたとえ話について考えてください。外国へ旅立とうとしていた人が奴隷たちを呼び寄せて，自分の持ち物をゆだねました。「ある者には五タラント，別の者には二タラント，さらに別の者には一タラントと，各自の能力に応じてひとりひとりに与え」ました。主人が戻って来て奴隷たちとの勘定を清算してみると，どんな結果になっていましたか。5タラントを受けた奴隷はさらに5タラントをもうけていました。同じように，2タラントを受けた奴隷もさらに2タラントをもうけていました。1タラントを受けていた奴隷は，それを地面に埋めたままにして，主人の財産を増やすために何もしませんでした。そのような状況に対する主人の評価はどうでしたか。
18 5タラントと2タラントを受けた奴隷についてまず考えましょう。この奴隷のそれぞれに対して主人は，「よくやった，善良で忠実な奴隷よ！」と言いました。仮に，5タラントを受けた奴隷が2タラントしかもうけなかったとしたら，主人はこのように述べたでしょうか。そうは考えられません。他方主人は，2タラントをもうけた奴隷に，『どうしてあなたは5タラントをもうけなかったのか。君の仲間の奴隷を見たまえ，わたしのために沢山もうけたではないか』とは言いませんでした。いいえ，イエスを表わしたその思いやりある主人は，比較したりはしませんでした。主人は「各自の能力に応じて」タラントを配分し，各人が与え得る以上を期待したりはしませんでした。それらの奴隷はどちらも同等の称賛を受けました。どちらも自分の主人のために魂をこめて働いたからです。わたしたちすべてはこの例から学ぶことができます。
19 もとより，3人目の奴隷は称賛の言葉を与えられませんでした。事実，彼は外の闇へと投げ出されました。ただ1タラントを与えられていただけでしたから，5タラントを受けた奴隷と同じほどに産み出すことを期待されていたわけではないはずです。しかし，彼はやってみようとさえしませんでした。この奴隷が受けたとがめの裁きは，結局のところ当人の「邪悪で無精な」心の態度のためであり，それは主人に対する愛の欠如を示すものでした。
20 エホバはわたしたち一人ひとりが自分の力をこめてエホバを愛することを期待しておられます。しかしそれでも，「神ご自身がわたしたちの造りをよくご存じであり，わたしたちが塵であることを覚えておられる」のは本当に心の温まる点ではありませんか。（詩編 103:14）箴言 21章2節は，「エホバは心を見定めておられる」と述べています。つまり，統計的な数字を見ておられるのではありません。経済面のこと，身体面のこと，感情面のこと，あるいは他のどんな事柄であれ，わたしたちが自分では処置し難いどんな限界についても，それを理解してくださるのです。（イザヤ 63:9）しかしそれと同時に，わたしたちが自分の持つかぎりの能力を最大限に生かすことを期待してもおられます。エホバご自身は完全であられますが，ご自分の完全ではない崇拝者たちを扱う際には，完全主義者とはなられません。物事の扱い方において道理に外れたことはされず，現実から離れた期待をされることもありません。
21 心と魂と思いと力をこめてエホバを愛することは，「全焼燔の捧げ物と犠牲全部よりはるかに価値が」あります。（マルコ 12:33）愛の動機に動かされているなら，わたしたちは神への奉仕において自分のできるかぎりを尽くすことでしょう。ペテロは，愛をはじめとする敬虔な特質が「あなた方のうちに在ってあふれるなら，それはあなた方が，わたしたちの主イエス･キリストについての正確な知識に関して無活動になったり，実を結ばなくなったりするのを阻んでくれる」と書いています。―ペテロ第二 1:8。
[脚注]
ものみの塔聖書冊子協会発行。
復習のために
□ 神に対するわたしたちの奉仕の推進力となるべきものは何ですか
□ キリストの愛はエホバに仕える面でどのようにわたしたちに迫りますか
□ わたしたちはパリサイ人がとらわれたどんな見方を避けなければなりませんか
□ 自分の奉仕をいつも他のクリスチャンの奉仕と比べるのはなぜ賢明ではありませんか
[研究用の質問]
 1，2 宣べ伝える業に関してどんな胸の躍るような事柄が成し遂げられていますか。
 3 クリスチャンには，業のほかにどんな重要な関心事がありますか。なぜですか。
 4 （イ）どのようにして神に対するわたしたちの奉仕がただ務めを果たすための儀式のようになってしまうことがありますか。（ロ）自己吟味が必要なのはなぜですか。
 5 イエスはどの命令が第一のものであると言われましたか。
 6，7 （イ）サタンは陰険にもどのような方法で家族の絆を攻撃してきましたか。なぜそうしていますか。（コリント第二 2:11）（ロ）幼少時のしつけは神の権威に対する態度にどのように影響を与えることがありますか。
 8，9 イエスの贖いの犠牲はどのようにエホバへの愛を起こさせますか。
10 （イ）贖いをどのように自分個人のものとして見ることができますか。（ロ）キリストの持たれる愛がどのようにわたしたちに迫りますか。
11 宗教上の業に対するパリサイ人の態度はどのようなものでしたか。
12 イエスがある人を治された後，パリサイ人は心の無感覚さをどのように示しましたか。
13 パリサイ人の例からどんな教訓を学べますか。
14 どのような意味でパリサイ人は汚れた杯や皿のようでしたか。
15 イエスが外面に現われる以上のものをご覧になることを示す例を挙げてください。
16 自分の活動を常に他のクリスチャンと比べる必要がないのはなぜですか。
17 タラントのたとえ話の内容を自分の言葉で手短に述べてください。
18，19 （イ）主人が2タラントを受けた奴隷を5タラントを受けた奴隷と比べなかったのはなぜですか。（ロ）タラントのたとえ話は褒めることと比べることについて何を教えていますか。（ハ）3人目の奴隷がとがめの裁きを受けたのはなぜですか。
20 エホバはわたしたちの限界をどのようにご覧になりますか。
21 神に対するわたしたちの奉仕が愛の動機によるものであれば，どんな良い結果が伴うはずですか。
[16ページの図版]
人の能力，持久力，境遇はそれぞれ異なっている









^ ***喜歌 76番 どんな気持ち？***
76番
どんな気持ち？
（ヘブライ 13:15）
1. どんな気持ち？
ベスト尽くして 聞く人たちを見つける時
やるべきこと 全てしたなら
あとはエホバに委ねるだけ
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
2. どんな気持ち？
神の言葉で人の瞳が輝く時
時に誰か背を向けたって
諦めないで伝えていく
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
3. この務めを果たしていこう
神が支えてくださるから
誇り持って語り続ける
ふさわしい人探しながら
（※ 繰り返し）
全てを差し出し
賛美捧げれば
心に喜びあふれていく
（使徒 13:48; テサ一 2:4; テモ一 1:11も参照。）



^ ***喜歌 160番 良い知らせ！***
160番
良い知らせ！
（ルカ 2:10）
1. 賛美が響く 星空に
「神の子が生まれた」
たたえよう 父エホバを
（※ 繰り返し）
伝えよう この知らせ
良い知らせ
力込め 伝えよう
キリストは この地に来た
2. 真理を教え 道示し
命へと導く
キリストは王国の王
（※ 繰り返し）
伝えよう この知らせ
良い知らせ
力込め 伝えよう
キリストは この地に来た
（※ 繰り返し）
伝えよう この知らせ
良い知らせ
力込め 伝えよう
キリストは この地に来た
（マタ 24:14，ヨハ 8:12; 14:6，イザ 32:1; 61:2も参照。）
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